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石
油
を
め
ぐ
る
概
要

ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
原
油
埋
蔵
量
は
本
来
、
国
家
機
密
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
そ
れ
を
推
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
い
く
つ
か
の
推
計
値
が
存
在

す
る
。
米
内
務
省
の
地
質
調
査
所
の
二
○
○
○
年
報
告
で
は
、
ロ
シ
ア
の

原
油
の
確
認
可
採
埋
蔵
量
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ

る
。
Ｂ
Ｐ
に
よ
る
二
○
○
四
年
末
の
原
油
確
認
埋
蔵
量
を
み
る
と
、
ロ
シ

ア
は
第
七
位
の
九
九
億

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
全
体
の
確
認
埋
蔵

量
の
六
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
可
採
年
数
は
二
一
・
三
年
だ
。

ロ
シ
ア
の
原
油
生
産
量
を
示
し
た
の
が
表
11
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
原
油
生
産
量
は
ソ
連
時
代
に
は
ロ
シ
ア
構
成
共
和
国
だ
け
で

年
間
五
億

を
超
え
る
水
準
に
あ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
、
大
幅
に
減
少

し
た
。
し
か
し
、
二
○
○
○
年
以
降
、
生
産
量
は
大
き
く
回
復
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
各
社
別
の
採
掘
量
の
推
移
を
紹
介
し
た
い
（
図
２
）。
こ
れ
か

96

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

301.2 305.6 303.3 305.2 323.5 348.1 379.6 421.3 459.0 470.2

（単位：100万トン）

ては［61］（2006）p.397, 2005年はインターネット情報。

（ガスコンデンサートを含む）
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ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
や
ロ
シ
ア
で
の
金
融
危
機
後
、

原
油
価
格
が
上
昇
に
転
じ
た
の
を
受
け
て
、
各
社
と
も
生
産
を
増
加
さ
せ

て
い
る
。
二
○
○
一
年
に
は
米
国
経
済
の
落
ち
込
み
で
原
油
価
格
は
一
時
、

下
落
し
た
が
、
そ
の
後
、
九
・
一
一
米
同
時
多
発
テ
ロ
、
○
二
年
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
で
の
ゼ
ネ
ス
ト
、
○
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
、
原
油
価
格
の

上
昇
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
も
増
産
体
制
を
と
っ
て

い
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
は
○
三
年
に
原
油
生
産
量
第
一
位
の
座
を
ユ
コ
ス
に

明
け
渡
し
、
○
四
年
も
第
二
位
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
ユ
コ
ス
事
件
で
ユ
コ

ス
解
体
が
確
実
な
こ
と
か
ら
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
再
び
ロ
シ
ア
最
大
の
原
油

生
産
量
を
誇
る
企
業
と
な
る
の
は
確
実
だ
。

ル
ク
オ
イ
ル
は
官
僚
出
身
の
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
が
経
営
ト
ッ
プ
を
務
め
て

き
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
模
だ
け
大
き
く
て
短
期
的
な
収
益

向
上
が
難
し
い
、
小
回
り
の
き
か
な
い
企
業
と
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

米
国
的
な
短
期
指
向
の
大
胆
な
経
営
を
行
う
ユ
コ
ス
に
刺
激
さ
れ
て
、
ル

ク
オ
イ
ル
も
二
○
○
二
年
四
月
以
降
、
よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
た
。「
リ

1970 1975 1980 1985 1990 1991 1992 1993 1994 1995

274.8 411.3 546.7 542.3 516.2 462.3 399.3 353.9 317.8 306.8

表 11 ロシアの原油生産量の推移

（出所）［61］（2000）p.321,（2003）p.359,（2004）p.377, 2004年につい
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図 2 ロシアの石油各社別の原油採掘量の推移

（注）＊1995～2000年はチュメニ石油のみの数字。
（出所）各種資料から作成。
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ス
ト
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
収
益
性
向
上
と
株
価
上
昇
が
目
標
と
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
に

詳
し
い
坂
口
泉
の
い
う
「
時
価
総
額
経
営
」
と
い
う
時
価
総
額
引
上
げ
を
企
業
目
標
と
す
る
姿
勢
が
鮮
明

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
○
三
年
に
は
、
取
締
役
会
の
下
に
、「
戦
略
投
資
委
員
会
」、「
監
査
委
員
会
」、

「
人
事
委
員
会
」
の
三
つ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
経
営
陣
に
株
価
上
昇
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
る
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
米
国
型
の
経
営
シ
ス
テ
ム
が
明
確
に
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
独
立
系
の
石
油
会
社
と
し
て
二
○
○
二
年
九
月
（
十
二
月
説
も
）
に
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
の
元
社
長
グ

ツ
ェ
リ
エ
フ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ル
ス
ネ
フ
チ
が
あ
る
。
○
四
年
の
原
油
生
産
量
は
一
○
○
○
万

に

達
し
、
ロ
シ
ア
第
十
位
の
石
油
会
社
だ
。
同
社
は
、
○
五
年
十
二
月
、
年
一
六
○
万

を
採
掘
し
て
い
る

サ
ラ
ト
フ
ネ
フ
チ
ガ
ス
、
加
工
能
力
年
六
六
○
万

の
製
油
所
オ
ル
ス
ク
ネ
フ
チ
オ
ル
グ
シ
ン
チ
ェ
ズ
、

一
○
○
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
も
つ
オ
レ
ン
ブ
ル
ク
ネ
フ
チ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
減
摩
材
年
産
一
○
万

の
生
産
能
力
の
あ
る
ネ
フ
チ
マ
ー
ス
ラ
ザ
ボ
ー
ド
を
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
か
ら
買
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
別
の
会
社
か
ら
製
油
所
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
エ
コ
ネ
フ
チ
株
の
七
五
％
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ル
ス
ネ
フ
チ
も
完
全
な
垂
直
統
合
型
の
石
油
会
社
に
な
っ
た
。

石
油
供
給
ル
ー
ト
と
石
油
輸
出

そ
も
そ
も
採
掘
さ
れ
た
原
油
が
供
給
さ
れ
る
ル
ー
ト
は
、
q
国
内
製
油
所
、
w
国
内
で
ガ
ソ
リ
ン
や
重
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油
な
ど
の
石
油
製
品
に
加
工
さ
れ
て
輸

出
、
e
国
営
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

運
営
管
理
会
社
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ

チ
を
経
由
し
て
輸
出
、
r
鉄
道
・
船

舶
を
利
用
し
て
輸
出
、
と
い
う
四
つ
で

あ
る
。
二
○
○
三
年
の
石
油
供
給
構
造

を
示
し
た
の
が
図
３
で
あ
る
。た
だ
し
、

原
油
価
格
の
上
昇
で
、
鉄
道
や
船
舶
を

使
っ
て
高
い
輸
送
費
を
支
払
っ
て
も
、

欧
米
に
輸
出
す
れ
ば
、
採
算
が
と
れ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
鉄
道
や
船

舶
に
よ
る
輸
送
が
○
四
年
以
降
、
増
え

て
い
る
。
な
お
、
付
録
付
図
２
に
示
し

た
ル
ク
オ
イ
ル
の
取
引
関
係
を
み
れ

ば
、
石
油
の
具
体
的
な
動
き
が
よ
く
理

トランスネフチ経由の輸出
32％

鉄道・船舶による輸出
12％

石油製品による輸出
20％

ロシア国内への供給
32％

図 3 2003年の石油供給の構成比

（出所）［60］p.4.
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解
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

原
油
価
格
は
一
九
九
九
年
後
半
か
ら
上
昇
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
原
油
輸
出
量
は
増
加
傾
向
を
た
ど
っ

た
（
表
12
）。
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
原
油
輸
出
額
の
伸
び
は
輸
出
量
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

石
油
製
品
の
輸
出
量
・
輸
出
額
も
近
年
、
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
傘
下
に
製
油
所
を
も
っ
た
垂
直
統

合
型
の
大
規
模
石
油
会
社
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
問
題
は
原
油
輸
出
と
、
石
油
製

品
の
生
産
や
そ
の
輸
出
を
ど
う
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
原
油
輸
出
に
重
心
を
お
く
あ
ま
り
、
製
油

所
の
設
備
の
近
代
化
が
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

情
報
開
示
が
進
ん
で
い
る
ル
ク
オ
イ
ル
の
二
○
○
五
年
の
「
年
次
報
告
」
に
よ
る
と
、
原
油
生
産
量
は

九
○
一
六
万

で
、
五
○
・
八
％
に
あ
た
る
四
五
八
二
万

が
原
油
の
ま
ま
輸
出
さ
れ
た
。
輸
出
国
の
九

一
・
六
％
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
外
諸
国
だ
っ
た
。
ほ
か
に
、
石
油
製
品
を
一
六
六
○
万

輸
出
し
た
。
輸
出
金
額
ベ

ー
ス
で
み
る
と
、
原
油
売
上
高
は
一
六
四
億
八
七
○
○
万

だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
外
諸
国
へ
の
輸
出
額
は

そ
の
九
五
％
に
あ
た
る
一
五
五
億
八
九
○
○
万

に
上
っ
た
。
価
格
に
注
目
す
る
と
、
世
界
市
場
（
Ｎ
Ｉ

Ｓ
諸
国
を
除
く
）
で
の
平
均
原
油
販
売
価
格
は
四
九
・
八
五

／
バ
レ
ル
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
（
主
と
し
て
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
は
三
二
・
六
三

／
バ
レ
ル
、
国
内
市
場
は
二
四
・
四
四

／
バ
レ
ル
で
あ
っ
た

（
ル
ク
オ
イ
ル
傘
下
の
製
油
所
へ
の
移
転
価
格
は
さ
ら
に
低
い
可
能
性
が
高
い
）。
つ
ま
り
、
同
じ
原
油
で
あ
っ
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て
も
、
ド
ル
ベ
ー
ス
で
考
え
る
と
、

国
内
で
売
る
よ
り
も
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
、

Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
売
る
よ
り
も
Ｎ
Ｉ
Ｓ

外
諸
国
に
販
売
す
る
ほ
う
が
よ
り
多

く
の
ド
ル
を
稼
げ
る
こ
と
に
な
る
。

最
新
の
デ
ー
タ
で
も
、
連
邦
関
税

局
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の

石
油
会
社
の
二
○
○
五
年
の
十
カ
月

間
の
原
油
供
給
価
格
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

向
け
が
四
○
・
二

／
バ
レ
ル
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
向
け
が
二
七
・
八

／
バ

レ
ル
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
向
け
が
二
九

／

バ
レ
ル
で
、
バ
ル
ト
三
国
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
外

諸
国
向
け
の
四
六

／
バ
レ
ル
に
比

べ
て
か
な
り
安
か
っ
た
。
な
お
、
ロ
シ

1999 2000 2001 2002 2003 2004

134.8 145.0 161.8 188.7 223.0 258.0
116 128 138 156 186 218
18.8 17.0 23.8 32.7 37.0 40.1

14,255 25,284 24,576 28,950 38,816 58,321
12,877 23,559 21,601 25,307 33,872 50,449
1,278 1,725 2,975 3,643 4,944 7,872
56.9 62.7 63.5 75.4 77.7 82.4
53.9 59.2 61.0 72.8 74.2 78.3
3.0 3.5 2.5 2.6 3.5 4.1

5,447 10,938 9,402 11,227 14,064 19,270
5,090 10,173 8,860 10,801 13,421 18,288

357 765 542 426 643 982

石油製品の輸出

661，664,（2006）pp.708，711，714.

＊

＊

＊

＊
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ア
国
内
の
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン
ド
価
格
は

二
二

／
バ
レ
ル
だ
っ
た
。

二
○
○
四
年
初
め
か
ら
、
石
油
輸
出

関
税
が
ほ
ぼ
四
・
五
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
結
果
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
外
諸
国
に
輸
出

を
増
加
さ
せ
て
も
手
取
り
の
利
益
で

み
る
と
、
国
内
市
場
に
原
油
を
振
り
向

け
て
ガ
ソ
リ
ン
に
精
製
し
て
販
売
し

た
ほ
う
が
儲
か
る
事
態
が
生
ま
れ
て

い
る
。
こ
と
に
、
○
五
年
上
期
で
み

る
と
、
原
油
輸
出
の
増
加
率
は
前
年

同
期
に
比
べ
て
○
・
六
％
の
伸
び
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ガ

ソ
リ
ン
生
産
は
二
四
％
も
増
加
し
た
。

二
○
○
五
年
の
原
油
輸
出
に
つ
い

1996 1997 1998

原油輸出量（100万トン） 121.7 123.3 137.3
対NIS外諸国 105 110 118
対NIS諸国 16.7 13.3 19.3
原油輸出額（100万ドル） 15,578 14,346 10,254
対NIS外諸国 14,063 13,003 8,768
対NIS諸国 1,515 1,343 1,486
石油製品輸出量（100万トン） 56.6 60.6 54.0
対NIS外諸国 55.0 59.1 51.3
対NIS諸国 1.6 1.5 2.7
石油製品輸出額（100万ドル） 7,442 7,145 4,262
対NIS外諸国 7,146 6,840 3,886
対NIS諸国 296 305 376

表 12 ロシアの原油および

（注）＊出所の数値が異なっているため，新しい資料の数値を用いた。
（出所）［61］（2000）pp.584，587，（2003）pp.642，645,（2004）pp.658，
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て
は
、
二
億
五
一
五
○
万

と
、
全
体
と
し
て
は
一
％
減
少
し
た
。
し
か
し
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利

用
し
た
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
経
由
に
よ
る
バ
ル
ト
三
国
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
を
除
い
た
輸
出
に
つ
い
て
は
、
一

○
・
五
％
も
増
加
し
、
一
億
九
四
二
三
万

に
上
っ
た
。
逆
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
や
バ
ル
ト
三
国
向
け
の
輸

出
は
○
四
年
に
比
べ
て
八
％
減
の
三
七
一
三
万

ま
で
減
少
し
た
。
特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
の
輸
出
は

二
七
％
も
減
り
、
一
四
五
九
万

に
な
っ
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
輸
出
が
九
％
増
え
て
一
八
八
二
万

に

拡
大
し
た
の
と
対
照
的
だ
。
原
油
に
対
す
る
輸
出
税
が
高
く
な
っ
た
上
、
鉄
道
や
船
舶
な
ど
の
輸
送
費
も

大
幅
に
上
昇
し
た
た
め
、
原
油
で
は
な
く
、
重
油
な
ど
石
油
製
品
の
形
で
輸
出
す
る
動
き
が
広
が
っ
た
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。

「
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン
ド
」

原
油
輸
出
に
か
ら
ん
で
は
、
ロ
シ
ア
特
有
の
原
油
ブ
レ
ン
ド
方
式
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
輸
出
す
る
場
合
、
各
地
の
原
油
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
輸

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
石
油
会
社
で
採
掘
さ
れ
た
原
油
が
正
確
に
ど
れ
だ
け
ど
こ
の

国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
各
石
油
会
社
が
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
経
由
で
ど
れ
く
ら
い
の
原

油
を
輸
出
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
の
が
表
13
だ
（『
コ
メ
ル
サ
ン
ト
』
紙
、
二
○
○
六
年
一
月
十
六
日
付
に
よ

る
と
、
○
五
年
の
実
績
で
は
、
第
一
位
は
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
―
三
七
八
二
万

、
第
二
位
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
―
三
四
四
二
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万
二
○
○
○

、
第
三
位
は
ル
ク

オ
イ
ル
―
三
四
四
二
万

、
第
四

位
は
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
―

二
七
六
九
万

、
第
五
位
は
シ
ブ

ネ
フ
チ
―
一
六
○
六
万

、
そ
の

他
―
八
六
八
万

）。
バ
ル
ト
三

国
を
除
く
旧
ソ
連
諸
国
（
主
に

ロ
シ
ア
）
の
原
油
輸
出
の
国
別

構
成
を
示
し
た
の
が
図
４
だ
。

天
然
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
ド

イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
依
存
度
が

高
い
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

ロ
シ
ア
原
油
の
主
要
な
輸
出

銘
柄
は
「
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン
ド
」

だ
が
、
こ
れ
は
軽
質
低
硫
黄
の

2003 2004

輸出量 構成比（％） 輸出量 構成比（％）

ユコス 29.632 20 34.047 19
ルクオイル 27.108 18 33.029 18.7
TNK―BP 18.767 13 26.721 15
スルグートネフチガス 18.278 12 20.867 12
シブネフチ 11.612 8 13.371 8
タトネフチ 10.484 7 12.023 7
スラヴネフチ 5.815 4 8.182 5
ロスネフチ 6.388 4 6.764 4
シダンコ 8.252 6 4.122 2
バシネフチ 3.861 3 3.861 2
その他 9.622 6 12.760 7

合　　計 149.819 100 175.747 100

表 13 トランスネフチ経由の各石油会社別の原油輸出量

（出所）［67］p.7.

（単位：100万トン）
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高
品
質
原
油
と
重
質
高
硫
黄

の
低
品
質
原
油
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
も
の
で
、
比
較
的
品
質

の
良
い
西
シ
ベ
リ
ア
の
原
油

と
、
比
較
的
品
質
の
悪
い
ウ

ラ
ル
や
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
地
域
の

原
油
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
後
者
は
タ
ト
ネ

フ
チ
や
バ
シ
ネ
フ
チ
な
ど
の

原
油
で
あ
る
。
当
然
、
前
者

は
不
利
益
を
受
け
る
わ
け
だ

か
ら
、
後
者
か
ら
補
償
金
を

受
け
取
れ
る
は
ず
だ
が
、
社

会
主
義
時
代
か
ら
の
因
習

で
、
こ
う
し
た
補
償
金
の
シ

イタリア
 12.6％

フランス
 8.6％

オランダ
 5.9％

スペイン
 4.1％

ギリシャ
 4.1％

米国
 3.7％

トルコ
  2.1％

中国
 2.0％

スカンディナビア諸国
 4.4％

その他西欧
 3.8％

その他
 4.9％

ドイツ
 18.2％

ポーランド
 9.4％

図 4 2003年のバルト三国を除く旧ソ連諸国の原油輸出先
の国別構成比

（出所）http://www.eia.doe.gov/emeu/cabs/russia.html/
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ス
テ
ム
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
ル
ク
オ
イ
ル
、
ユ
コ
ス
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
な
ど
、
比
較
的
品
質
の
高

い
原
油
を
採
掘
し
て
い
る
会
社
は
西
シ
ベ
リ
ア
の
比
較
的
良
質
の
原
油
を
直
接
、
輸
出
す
る
こ
と
で
、
よ

り
利
益
を
得
る
こ
と
が
悲
願
と
な
っ
て
い
た
。
民
間
だ
け
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
し
、
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン

ド
で
は
な
い
原
油
を
輸
出
し
よ
う
と
し
た
の
が
民
間
石
油
会
社
に
よ
る
ム
ル
マ
ン
ス
ク
を
め
ぐ
る
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
価
格
は
欧
州
の
原
油
市
場
の
指

標
で
あ
る
「
ブ
レ
ン
ト
」
に
比
べ
る
と
、
一
バ
レ
ル
当
た
り
五
〜
六

も
安
い
。
以
前
は
こ
の
差
が
二

程
度
だ
っ
た
が
、
差
が
開
く
傾
向
に
あ
る
。

製
油
所

最
後
に
、
石
油
会
社
の
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る
製
油
所
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
採
掘

か
ら
精
製
・
石
油
化
学
加
工
、
販
売
ま
で
を
行
う
垂
直
統
合
を
特
徴
と
す
る
ロ
シ
ア
の
大
規
模
石
油
会
社

は
、
そ
の
傘
下
に
製
油
所
を
か
か
え
て
い
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
、
ユ
コ
ス
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
、
Ｔ

Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
五
社
で
、
国
内
の
二
五
製
油
所
の
う
ち
一
七
を
保
有
し
て
い
る
（『
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
』
誌
、
二
○
○
五
年
二
○
号
）。
二
五
製
油
所
の
う
ち
、
垂
直
統
合
型
石
油
会
社
に
入
っ
て
い
な
い
の

は
、
バ
シ
キ
リ
の
三
つ
の
製
油
所
と
モ
ス
ク
ワ
製
油
工
場
の
四
つ
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
別
の

情
報
で
は
、
年
一
○
○
万

強
の
精
製
を
行
う
製
油
所
は
ロ
シ
ア
国
内
に
二
七
あ
り
、
一
九
が
垂
直
統
合
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型
石
油
会
社
の
傘
下
に
あ
る
と
い
う
（
エ
ク
ス
ペ
ル
ト
分
析
セ
ン
タ
ー
資
料
）。
ソ
連
時
代
、
化
学
工
業
は
肥

料
生
産
向
け
が
中
心
で
、
石
油
化
学
と
い
っ
て
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
は
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ガ

ソ
リ
ン
へ
の
需
要
も
限
定
的
で
、
発
電
の
た
め
の
重
油
が
重
視
さ
れ
た
。
製
油
所
の
な
か
に
は
、
原
油
か

ら
の
ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
割
合
が
比
較
的
高
い
製
油
所
（
た
と
え
ば
ル
ク
オ
イ
ル
の
四
つ
の
製
油
所
や
シ
ブ
ネ
フ

チ
の
オ
ム
ス
ク
製
油
所
）
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
輸
出
指
向
の
強
い
ス
ル

グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
キ
リ
シ
製
油
所
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ソ
リ
ン
の
多
く
は
欧
州
市
場

が
求
め
る
品
質
に
達
し
て
お
ら
ず
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
や
重
油
が
主
要
な
輸
出
石
油
製
品
で
あ
る
に
す
ぎ

な
い
。
そ
の
た
め
、
二
五
製
油
所
の
う
ち
二
○
製
油
所
が
約
五
十
年
間
も
稼
働
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を

近
代
化
す
る
こ
と
が
急
務
だ
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
精
製
過
程
で
の
ガ
ソ
リ
ン
の
収
率
は
二
○
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
米
国
の
六
割
弱
、
欧
州
の
三

割
に
比
べ
て
低
水
準
と
い
え
る
。
別
の
資
料
で
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
航
空

機
燃
料
の
合
計
収
率
は
四
五
％
未
満
で
、
米
国
の
八
○
％
弱
と
対
照
的
だ
。
ロ
シ
ア
で
は
、
重
油
収
率
が

三
〜
四
割
も
あ
り
、
一
割
程
度
の
米
国
や
二
割
の
欧
州
と
比
べ
る
と
、
極
端
に
高
い
。
こ
れ
は
、
ソ
連
時

代
、
重
油
に
よ
る
発
電
が
重
視
さ
れ
て
い
た
結
果
だ
。
こ
の
た
め
、
石
油
製
品
別
の
需
要
に
合
わ
せ
て
製

品
収
率
を
代
え
る
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
製
油
所
へ
の
投
資
が
不
可
欠
だ
。
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ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
の
排
ガ
ス
規
制
と
の
関
連
で
、
自
動
車
用
燃
料
の
品
質
問
題
も
無
視
で

き
な
い
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
二
○
○
五
年
か
ら
新
排
ガ
ス
規
制
「
ユ
ー
ロ
４
」
が
導
入
さ
れ
、
○
八
年
半
ば
ま
で

に
は
「
ユ
ー
ロ
５
」
と
呼
ば
れ
る
さ
ら
に
厳
し
い
規
制
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や
ガ
ソ
リ
ン
車
に
課
さ
れ
る
予

定
だ
。
ロ
シ
ア
の
場
合
、
ロ
シ
ア
国
内
の
自
動
車
の
約
六
割
は
Ｅ
Ｕ
の
排
ガ
ス
規
制
に
適
合
し
て
い
な
い

エ
ン
ジ
ン
を
装
備
し
て
お
り
、
三
割
が
「
ユ
ー
ロ
２
」
と
い
う
初
期
の
緩
や
か
な
規
制
に
適
合
す
る
エ
ン

ジ
ン
を
装
備
し
て
い
る
だ
け
だ
。「
ユ
ー
ロ
４
」
に
適
合
す
る
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
そ
の

も
の
の
品
質
向
上
も
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
製
油
所
の
設
備
再
装
備
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ロ
シ
ア
で
は
、
二
○
○
六
年
九
月
一
日
か
ら
「
ユ
ー
ロ
２
」
に
対
応
し
な
い
エ
ン
ジ
ン
を
持
つ

自
動
車
の
運
行
を
制
限
す
る
規
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
ユ
ー
ロ
３
」
に
照
応
し
た
規
制
は
○
八
年
に
導
入

さ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
ス
ク
ワ
市
は
○
四
年
末
、「
ユ
ー
ロ
３
」
に
照
応
し
た
燃
料
規
制
を
定
め
、
○
五
年

か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
点
検
を
行
い
、
規
制
範
囲
外
の
燃
料
を
販
売
し
て
い
た
ス
タ
ン
ド
に
罰
金
を

科
し
は
じ
め
た
。
た
だ
し
、
連
邦
法
と
異
な
る
厳
し
い
規
制
に
基
づ
く
罰
金
徴
収
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の

見
方
が
多
い
。

税
制
に
も
工
夫
が
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
も
相
対
的
に
高
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
で
は
、
過
去
の
石
油
危
機
の
教
訓
か
ら
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
対
す
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る
物
品
税
が
低
め
に
設
定
さ
れ
、
こ
れ
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
相
対
的
な
安
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
環
境

対
策
面
で
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
向
上
し
て
お
り
、
欧
州
の
例
に
見
習
う
必
要
性
が
あ
り
そ
う
だ
。
さ
ら

に
、
石
油
会
社
集
団
内
の
外
国
の
製
油
所
に
原
油
を
安
く
供
給
す
る
と
い
う
移
転
価
格
を
利
用
し
て
節

税
・
脱
税
を
は
か
る
動
き
に
対
し
て
も
、
税
制
面
で
の
工
夫
が
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
価
格

こ
こ
で
、
石
油
製
品
の
な
か
で
き
わ
め
て
重
要
な
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
簡
単
に

ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
販
売
価
格
の
ほ
ぼ
半
分
が
税
金

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
の
夏
時
点
で
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
三
・
六
八
％
が
原
油
採
掘
に
か
か
わ
る
費
用
で
あ
り
、
精
製
・
輸
送
費
用
が
二
○
％
弱
、
生
産
・
販
売

に
か
か
わ
る
企
業
の
利
益
が
三
○
％
ほ
ど
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
残
り
の
五
○
％
ほ
ど

が
税
金
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳
は
物
品
税
（
日
本
の
概
念
と
は
異
な
る
）
が
一
七
・
六
四
％
、
付
加
価
値

税
が
一
五
・
二
五
％
、
利
潤
税
（
法
人
税
）
が
約
一
○
％
、
鉱
物
資
源
採
掘
税
が
八
・
一
一
％
で
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
ロ
シ
ア
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
値
上
が
り
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
国
内
原
油
価
格
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
外
国
市
場
に
お
け
る
原
油
価
格
上
昇
に
関
係
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン

の
多
く
は
垂
直
統
合
を
特
徴
と
す
る
石
油
会
社
集
団
の
連
鎖
の
な
か
で
生
産
さ
れ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
安
定
的
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に
供
給
さ
れ
る
。
一
方
、
二
○
○
四
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
鉱
物
資
源
採
掘
税
は
国
際
原
油
価
格
に
連
動
し

て
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
国
際
原
油
市
況
が
高
騰
す
れ
ば
、
同
税
は
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
ガ
ソ
リ

ン
価
格
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
、
末
端
の
販
売
組
織
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
う
ち
、
垂
直
統
合
型
石
油
会
社
の
系
列
は
○
五
年
前
半
で
三
割
前
後
に
す
ぎ
ず
、
六
五
〜
七

五
％
は
独
立
系
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
ク
オ
イ
ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
、
タ
ト
ネ

フ
チ
は
二
○
○
五
年
九
月
十
九
日
か
ら
年
末
ま
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
凍
結
す
る
共
同
決
定
を
採
択
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
系
列
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
同
じ
系
列
の
製
油
所
か
ら
仕
入
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
調

整
す
れ
ば
、
経
営
上
、
問
題
は
回
避
で
き
る
。
し
か
し
、
独
立
系
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
ガ
ソ
リ
ン
を

製
油
所
か
ら
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
を
据
え
置
い
て
販
売
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
独
立
系
が
多
い
ガ
ソ
リ
ン
販

売
網
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
だ
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格

形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
が
ロ
シ
ア
の
石
油
製
品
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
探
る
第
一
歩
と
な
る
。



112

2

ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ

ル
ク
オ
イ
ル
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
異

な
り
、
創
設
者
で
あ
る
ア
レ
ク
ペ
ロ

フ
が
現
在
も
社
長
（
重
役
会
議
長
）
を

継
続
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ル
ク
オ

イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ

の
下
に
比
較
的
よ
く
ま
と
ま
っ
た
集

団
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
は
一
九
九
三

〜
二
○
○
○
年
ま
で
社
長
兼
会
長
（
取

締
役
会
議
長
）
だ
っ
た
が
、
○
○
年
か

ら
は
会
長
に
グ
ラ
イ
フ
ェ
ル
と
い
う

ロ
シ
ア
革
新
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

2001 2002 2003 2004 2005

52.3 3） 62.8 4） 63.63 63.01 64.95
－ 10.1 6.01 3.06 1.49
－ － 0.00 2.39 8.48
－ 10.7 11.67 10.34 9.77

13.5 7.6 7.60 0.00 －
－ － 7.78 8.18 8.79
－ － 0.19 7.80 8.03
－ － 0.00 7.60 7.60
5.9 4.3 1.46 2.59 1.73
3.4 － 1.94 2.11 2.25
－ 1.2 1.08 0.57 －

構成比推移（年末）
（％）

通株の構成比。資産関係省は現在の名称。
49.7％，GDRは2.5％。４）ADRとGDR。Eurasiaは0.4％分を保有。
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社
長
が
就
い
て
い
る
。
彼
は
ア
レ
ク

ペ
ロ
フ
よ
り
も
二
十
一
歳
も
年
長
で

あ
り
、
名
誉
職
的
な
色
合
い
が
濃
い
。

ル
ク
オ
イ
ル
の
主
要
株
主
の
構
成

比
推
移
を
示
し
た
の
が
表
14
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
政
府
の

持
ち
株
比
率
は
低
下
し
つ
づ
け
、
二

○
○
四
年
末
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
一

方
、
名
目
的
な
名
義
人
し
か
公
表
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
実
質
的
な
株
主

の
構
成
は
不
透
明
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、「
年
次
報
告
」
か

ら
、
○
五
年
末
で
、
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ

が
株
式
の
三
・
五
六
％
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
取
締
役
会
お

1999 2000

ING Bank（Eurasia）1） 41.1 55.0 2）

Capital Group － －
Springtime Holdings Ltd. － －

SDK Garant 1） － －
資産関係省 26.2 15.5
DK URALSIB 1） － －
Citybank 1） － －

Springtime Holdings Ltd. － －
National Depository Center 1） － 5.2
Depository-Clearing Company 1） 2.4 －
Brunswick UBS Warburg － －

表 14 ルクオイルの主要大株主の

（注）数値が異なっている場合には，新しい資料の数値を用いた。普
１）名義人。２）ADRは52.1％，GDRは2.9％。３）ADRは

（出所）ルクオイル「年次報告」各年。
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よ
び
重
役
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の
株
式
保
有
比
率
は
○
五
年
末
で
八
・
五
三
三
％
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

経
営
陣
は
法
人
な
ど
の
組
織
（
た
と
え
ば
非
国
家
年
金
基
金
ル
ク
オ
イ
ル
・
ガ
ラ
ン
ト
）
を
使
っ
て
ル
ク
オ
イ

ル
株
を
別
に
保
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
。

二
○
○
四
年
九
月
、ル
ク
オ
イ
ル
株
の
七
・
六
％
が
米
国
の
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス（Conoco

Phillips

）

に
購
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
に
対
す
る
ロ
シ
ア
政
府
の
持
ち
株
は
な
く
な
り
、
ル
ク
オ
イ
ル
は

完
全
私
有
化
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
職
政
府
幹
部
が
取
締
役
会
に
入
る
と
い
っ
た
事
態
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
の
地
下
資
源
は
国
家
所
有
の
下
に
あ
り
、
そ
の
探
査
や
採
掘
に
は
政
府
の

認
可
が
必
要
と
さ
れ
る
。
石
油
の
輸
出
に
際
し
て
も
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
国
営
の
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ

の
管
理
下
に
あ
る
。
一
方
、
巨
額
の
納
税
を
通
じ
て
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
政
府
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

る
。
こ
う
考
え
る
と
、
完
全
私
有
化
さ
れ
た
ル
ク
オ
イ
ル
と
い
え
ど
も
、
政
府
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
側
も
、
政
府
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
影
響
力
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。

二
○
○
六
年
一
月
二
十
六
日
付
『
ヴ
ェ
ー
ド
モ
ス
チ
』
紙
に
よ
る
と
、
ル
ク
オ
イ
ル
経
営
陣
は
同
社
株

の
二
○
・
六
％
を
保
有
し
、
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
持
ち
株
比
率
は
一
六
・
一
％
ま
で
上
昇
し
た
と

い
う
。
ル
ク
オ
イ
ル
と
し
て
は
、
欧
州
に
つ
い
て
は
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
と
共
同
で
市
場
開
拓
を
行
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い
、
自
ら
の
権
益
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な

ど
の
旧
ソ
連
国
で
拡
大
す
る
計
画
だ
。

次
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
業
績
推
移
を

表
15
に
示
し
て
み
た
。
原
油
高
を
受
け

て
二
○
○
五
年
の
税
引
き
後
の
最
終
利

益
は
六
四
億

を
上
回
っ
た
。
売
上
高

で
み
る
と
、
五
五
八
億

に
も
上
る
巨

大
企
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ル
ク

オ
イ
ル
に
対
し
て
も
ま
た
、
ガ
ス
プ
ロ

ム
と
同
じ
よ
う
に
政
府
の
圧
力
・
干
渉

が
強
く
加
え
ら
れ
て
き
た
。
ル
ク
オ
イ

ル
と
し
て
は
こ
う
し
た
外
圧
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
、
自
ら
の
企
業
の
発
展

を
つ
づ
け
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
政
治
的
関

2002 2003 2004 2005

ルクオイル・グループの生産指標
原油埋蔵量（10億バレル） 15.3 16.0 16.0 16.1
ガス埋蔵量（兆立方フィート） 24.2 24.5 24.6 25.3
原油生産量（100万トン） 77.0 80.2 86.2 90.2
天然ガス生産量（10億m3） 1.2 1.3 1.8 2.6
稼働油井（1,000） 28.5 27.2 26.9 2.6
原油輸出（100万トン） 34.2 38.1 46.3 45.8
石油製品輸出（100万トン） 14.2 13.5 14.1 16.6
ルクオイルの財務指標
売上高（100万ドル） 15,334 22,118 33,845 55,774
純利益＊（100万ドル） 1,843 2,439 4,248 6,443

表 15 ルクオイルの業績推移

（注）＊アゼリ・チラグ・グネシリのプロジェクトにおける収入分など
を除く。

（出所）ルクオイル「年次報告」。
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係
に
つ
い
て
考
察
し
、
つ
い
で
ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
銀
行
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
。

ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
は
長
く
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
と
の
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
チ
ェ

ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
が
一
九
九
八
年
三
月
に
首
相
を
解
任
さ
れ
る
ま
で
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
全
般
に
、
政
府

と
安
定
的
な
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ポ
ス
ト
・
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
の
時
期
に
、
ア
レ
ク

ペ
ロ
フ
は
大
き
な
過
ち
を
犯
し
た
。
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
は
九
九
年
十
二
月
の
下
院
選
で
、
プ
ー
チ
ン
ら
と
対

立
関
係
に
あ
っ
た
、
ル
シ
コ
フ
・
モ
ス
ク
ワ
市
長
と
プ
リ
マ
コ
フ
元
首
相
の
率
い
る
「
祖
国
・
全
ロ
シ
ア
」

を
支
持
し
た
の
だ
。
な
ぜ
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
が
「
祖
国
・
全
ロ
シ
ア
」
を
支
持
し
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、

モ
ス
ク
ワ
で
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
拡
大
を
ね
ら
っ
て
、
ル
シ
コ
フ
の
協
力
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ

る
。
し
か
し
、
下
院
選
で
は
、
プ
ー
チ
ン
側
の
「
統
一
」
が
勝
利
し
た
。
二
○
○
○
年
の
大
統
領
選
で
は
、

ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
は
プ
ー
チ
ン
を
支
持
し
た
が
、
結
局
、
○
○
年
七
月
、
脱
税
容
疑
で
の
ル
ク
オ
イ
ル
幹
部

に
対
す
る
捜
査
が
開
始
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
当
局
に
よ
る
露
骨
な
意
趣
返
し
が
行
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
結

局
、
こ
の
件
で
の
立
件
は
見
送
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
政
府
へ
の
恭
順
を
意
味
し
、
ル
ク
オ

イ
ル
の
政
治
的
影
響
力
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
は
一
九
九
九
年
七
月
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
会
長
（
取
締
役
会
議
長
）
と
し
て
復
活
し
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た
。
だ
が
、
同
年
二
月
の
段
階
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
を
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
を
保
有
す
る
政
府
の
代
表

幹
部
会
の
ト
ッ
プ
に
す
る
提
案
が
プ
リ
マ
コ
フ
首
相
（
当
時
）
と
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
て
お
り
、

す
で
に
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
へ
の
影
響
力
は
弱
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
は
九
九
年

十
二
月
の
下
院
選
で
当
選
し
、
二
○
○
一
年
三
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
に
な
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
と
も
良
好
な
関
係
を
継
続
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

ル
ク
オ
イ
ル
は
上
院
議
員
の
選
出
方
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
る
前
の
段
階
で
は
、
上
院
に
比
較
的
大
き
な

影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
以
前
の
上
院
は
首
長
と
地
方
議
会
議
長
が
上
院
議
員
と
な
る
制
度
で
あ
っ
た
た

め
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
地
方
に
お
け
る
影
響
力
を
そ
の
ま
ま
上
院
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
だ
っ
た
の
だ
。

ル
ク
オ
イ
ル
は
採
掘
子
会
社
な
い
し
製
油
所
が
あ
る
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
な
ど
の
一
部
の
地
方
で

絶
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
上
院
で
自
ら
の
利
害
を
あ
る
程
度
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
。
だ
が
、
二
○
○
○
年
八
月
の
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
の
制
定
後
、
そ
れ
ま
で
の
上
院
議
員
の
交
代

が
進
む
な
か
で
、
そ
の
影
響
力
は
低
下
し
た
。
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１
　
ル
ク
オ
イ
ル
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

ル
ク
オ
イ
ル
の
「
政
治
的
弱
さ
」
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
に
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
閉
鎖
型

株
式
会
社
形
態
の
モ
ス
ク
ワ
独
立
放
送
会
社
（
Ｔ
Ｖ
―

６
）
を
め
ぐ
る
騒
動
を
紹
介
し
た
い
。
Ｔ
Ｖ
―

６
は
ロ

シ
ア
国
家
テ
レ
ラ
ジ
オ
会
社
の
元
責
任
者
サ
ガ
ラ
エ
フ
の
発
意
に
よ
っ
て
一
九
九
一
年
八
月
に
設
立
さ
れ

た
。
設
立
者
に
含
ま
れ
て
い
た
の
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
政
府
、
モ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
銀
行
（
当
時
）、
石
油
会
社
ル

ク
オ
イ
ル
、
独
立
テ
レ
カ
ン
パ
ニ
ー
「
Ｖ
ｉ
Ｄ
」、
ロ
シ
ア
産
業
家
企
業
家
同
盟
な
ど
で
あ
り
、
サ
ガ
ラ
エ

フ
ら
三
人
が
株
式
の
五
一
％
を
保
有
し
た
。
九
二
年
に
同
社
は
米
国
の
テ
レ
ビ
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
共
同
で
６

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
利
用
権
を
め
ぐ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
勝
利
し
、
両
者
の
協
力
関
係
は
九
四
年
六
月
ま
で
続
い

た
。
九
五
年
に
な
る
と
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
支
配
し
て
い
た
ロ
ゴ
ヴ
ァ
ズ
が
同
社
の
株
式
の
二
四
％
な

い
し
二
六
％
の
保
有
者
と
し
て
登
場
し
た
。
そ
の
後
、
株
主
の
若
干
の
変
動
を
経
て
、
九
九
年
ま
で
に
ロ

ゴ
ヴ
ァ
ズ
の
持
ち
株
比
率
は
三
七
・
五
％
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
、
サ
ガ
ラ
エ
フ
は
自
ら
に
属
す
株
式

を
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
に
売
却
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
は
Ｔ
Ｖ
―

６
の

支
配
を
確
立
し
た
。
同
社
は
テ
レ
ビ
局
「
Ｔ
Ｖ
―

６
　
モ
ス
ク
ワ
」
を
保
有
す
る
会
社
と
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
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市
や
そ
の
周
辺
へ
の
テ
レ
ビ
放
送
を
行
っ
た
。
た
だ
、
す
で
に
述
べ
た
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
混
乱
に
巻

き
込
ま
れ
、
Ｔ
Ｖ
―

６
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
政
府
側
に
立
っ
て
悪
役
を

演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
　
Ｔ
Ｖ
―

６
騒
動

ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
Ｎ
Ｔ
Ｖ
支
配
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
は
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
社
員
を
Ｔ
Ｖ
―

６
に
招
き
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
。
二
○
○
一
年
四
月
十
八
日
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
有
力
番
組
「
イ
ト
ー
ギ
」

の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い
た
キ
セ
リ
ョ
フ
が
Ｔ
Ｖ
―

６
の
社
長
代
行
に
就
任
し
、
五
月
十
四
日
の
株
主

総
会
で
正
式
に
社
長
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｖ
―

６
株
の
一
五
％
を
保
有
し
て
い
た
非
国
家
年

金
基
金
ル
ク
オ
イ
ル
・
ガ
ラ
ン
ト
は
株
主
総
会
の
結
果
に
反
対
し
て
五
つ
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
株
主
総

会
の
無
効
を
求
め
た
り
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
清
算
を
求
め
た
り
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
ル
ク
オ
イ
ル

が
当
局
の
意
向
を
受
け
て
行
っ
た
反
民
主
的
な
行
為
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
民
主
化
を
求
め
る
外
国
投
資
家

か
ら
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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二
○
○
一
年
九
月
二
十
七
日
、
モ
ス
ク
ワ
仲
裁
裁
判
所
は
そ
の
清
算
を
求
め
る
決
定
を
下
し
た
。
上
級

審
は
○
二
年
一
月
十
一
日
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
清
算
に
関
す
る
決
定
の
有
効
性
を
認
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

出
版
テ
レ
ラ
ジ
オ
放
送
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
問
題
省
（
一
九
九
九
年
七
月
、
連
邦
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
局
と
出
版
国
家
委

員
会
に
基
づ
い
て
形
成
）
は
○
二
年
一
月
二
十
一
日
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
免
許
停
止
を
命
じ
る
指
令
を
出
し
、
二

十
二
日
夜
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
放
送
が
停
止
さ
れ
た
。
○
二
年
三
月
二
十
七
日
の
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
暫
定
放
送

免
許
を
め
ぐ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
非
商
業
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
「
メ
デ
ィ
ア
―

ソ
ツ
ィ
ウ
ム
」
が
勝
利
し
た
。

キ
セ
リ
ョ
フ
を
代
表
者
と
す
る
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
加
入
し
て
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
産
業
家
企
業

家
同
盟
、
ロ
シ
ア
商
工
会
議
所
、
閉
鎖
型
株
式
会
社
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
一
二
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
Ｔ
Ｖ
―

６

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
株
式
の
九
○
％
は
キ
セ
リ
ョ
フ
、
チ
ュ
バ
イ
ス
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
と
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
デ
リ
パ
ス
カ
、
マ
ム
ー
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
一
○
％
は

キ
セ
リ
ョ
フ
を
含
む
Ｔ
Ｖ
Ｓ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
所
有
下
に
お
か
れ
た
）
と
、
七
人
の
個
人
だ
。
同
年
五
月
、

出
版
テ
レ
ラ
ジ
オ
放
送
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
問
題
省
か
ら
五
年
間
の
認
可
を
得
て
、
六
月
一
日
か
ら
Ｔ
Ｖ
Ｓ
と

い
う
テ
レ
ビ
局
名
を
使
っ
て
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
を
開
始
し
た
。

だ
が
、
二
○
○
二
年
七
月
、
連
邦
仲
裁
裁
判
所
は
○
一
年
九
月
の
裁
判
を
覆
し
、
Ｔ
Ｖ
―

６
の
清
算
決

定
を
不
法
と
認
定
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｔ
Ｖ
―

６
と
そ
の
株
主
は
○
二
年
十
二
月
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
問
題
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省
の
Ｔ
Ｖ
Ｓ
に
つ
い
て
の
認
可
撤
回
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
、
○
三
年
四
月
、
モ
ス
ク
ワ
仲
裁
裁
判
所

は
こ
の
認
可
を
不
法
と
認
定
し
た
。
同
日
、
同
省
は
こ
の
認
可
を
撤
回
し
た
。
同
年
六
月
に
は
メ
デ
ィ
ア

―

ソ
ツ
ィ
ウ
ム
の
放
送
権
が
撤
回
さ
れ
、
六
月
二
十
一
日
に
Ｔ
Ｖ
Ｓ
の
放
送
は
停
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

６
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
ス
ポ
ー
ツ
番
組
が
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
―

ソ
ツ
ィ
ウ
ム
の
キ
セ

リ
ョ
フ
代
表
は
Ｔ
Ｖ
―

６
に
Ｔ
Ｖ
Ｓ
が
利
用
し
て
き
た
設
備
の
大
部
分
を
譲
渡
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。

３

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
紙
を
め
ぐ
る
騒
動

こ
の
騒
動
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
政
府
の
意
向
を
受
け
て
、
政
府
の
た
め
に
訴
訟
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
政
府
の
信
認
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
紙
は
一
九
一
七
年
創
刊

の
伝
統
あ
る
新
聞
だ
が
、
九
七
年
初
め
、
石
油
会
社
ル
ク
オ
イ
ル
（
正
確
に
は
非
国
家
年
金
基
金
ル
ク
オ
イ

ル
・
ガ
ラ
ン
ト
）
が
公
開
型
株
式
会
社
・
編
集
局
・
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
の
株
式
を
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
や
ト
ロ

イ
カ
・
ジ
ア
ロ
ー
グ
か
ら
四
一
％
取
得
し
、
同
年
春
ま
で
に
持
ち
株
比
率
四
八
％
な
い
し
四
九
％
ま
で
保

有
し
た
。

こ
れ
に
は
、
一
九
九
七
年
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
ル
モ
ン
ド
』
紙
が
掲
載
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
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の
資
産
を
め
ぐ
る
中
傷
記
事
を
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
紙
が
四
月
一
日
付
紙
面
で
紹
介
し
た
と
い
う
事
件

が
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
怒
っ
た
ル
ク
オ
イ
ル
は
子
会
社
の
ル
ク
オ
イ
ル
・
ガ
ラ
ン
ト
で
保
有
し

て
い
た
同
社
株
の
売
却
方
針
を
い
っ
た
ん
は
打
ち
出
し
た
が
、
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
の
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
株

の
買
い
占
め
に
対
抗
す
る
た
め
、
経
営
権
奪
取
に
動
き
、
ル
ク
オ
イ
ル
側
と
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
側
と
も
五

○
％
程
度
を
保
有
し
た
段
階
で
妥
協
が
成
立
し
た
。
結
局
、
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
が
株
式
の
五
○
・
○
九
％

を
、
ル
ク
オ
イ
ル
側
が
四
八
％
程
度
を
保
有
し
、
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
が
主
導
権
を
握
っ
た
。
そ
の
後
、
オ

ネ
ク
シ
ム
銀
行
保
有
の
株
式
は
プ
ロ
フ
・
メ
デ
ィ
ア
に
移
っ
た
。
二
○
○
三
年
七
月
、
ル
ク
オ
イ
ル
・
ガ

ラ
ン
ト
は
保
有
す
る
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
株
の
三
八
・
四
三
％
を
投
資
基
金
「
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
」

（「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
」が
管
理
）に
二
四
八
○
万
ル
ー
ブ
ル
で
売
却
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ル
ク
オ
イ
ル
側
は
同
年
三
月
、
全
保
有
株
を
プ
ロ
フ
・
メ
デ
ィ
ア
に
買
い
取
る
よ
う
提
案
し
て
い
た
が
、

価
格
面
で
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
を
め
ぐ
っ
て
は
、

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
○
五
年
に
な
っ
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
が
買
収
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

ル
ク
オ
イ
ル
は
ほ
か
に
も
、
テ
レ
ビ
会
社
「
テ
レ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
―

31
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
株
式
を
保
有
し

て
い
た
と
の
情
報
も
あ
る
。
一
九
九
九
年
十
二
月
に
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
に
関
係
す
る
会
社
が
モ
ス
ク
ワ
出
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版
コ
ン
プ
レ
ク
ス
「
プ
レ
ス
」
株
の
六
○
％
を
取
得
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
会
社
は
一
五
○
ほ
ど

の
新
聞
や
雑
誌
の
印
刷
会
社
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
操
作
で
き
る
立
場
に
は
な
い
。
一
方
、
も
と
も
と

九
一
年
に
番
組
制
作
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
（
九
七
年
一
月
か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
放
送
を
開

始
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
株
式
の
支
配
株
を
ル
ク
オ
イ
ル
が
保
有
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
二
○

○
一
年
に
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
に
売
却
さ
れ
た
（
○
五
年
七
月
、
同
社
は
北
方
鉄

鋼
に
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
株
式
の
七
○
％
を
売
却
）。

こ
の
よ
う
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
は
、
有
力
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
政
治
的
影
響
力
の
脆
弱
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

４
　
ル
ク
オ
イ
ル
と
銀
行

ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
は
、
有
力
銀
行
が
あ
る
。
古
く
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
と
も
に
出
資
し
て
い
た

銀
行
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
が
そ
れ
だ
っ
た
。
同
行
は
金
融
危
機
の
な
か
で
一
九
九
八
年
八
月
、
免
許
取
り
消
し

と
な
っ
た
が
、
二
○
○
○
年
夏
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
支
援
で
免
許
復
活
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
後
、
ル
ク

オ
イ
ル
の
保
有
す
る
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
株
の
二
○
％
は
ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
別
の
銀
行
ペ
ト
ロ
コ
メ
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ル
ツ
に
信
託
譲
渡
さ
れ
た
。

銀
行
ペ
ト
ロ
コ
メ
ル
ツ
は
一
九
九
二
年
四
月
、
後
に
ル
ク
オ
イ
ル
に
な
っ
た
ラ
ン
ゲ
パ
ス
・
ウ
ラ
イ
・

コ
ガ
リ
ィ
ム
ネ
フ
チ
な
ど
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
二
○
○
四
年
四
月
現
在
で
、
自
己
資
本
で
第
十
二
位
、

資
産
で
第
十
四
位
の
大
銀
行
だ
っ
た
。
○
四
年
四
月
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
こ
の
銀
行
の
株
式
の
八
二
・
二

九
％
を
保
有
し
て
い
た
が
、
同
年
六
月
、
○
三
年
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
投
資
金
融
ド
ー
ム
・
カ
ピ
タ

ル
Ъ
（
保
険
会
社
ル
ク
オ
イ
ル
か
ら
再
編
）
に
六
三
％
（
六
四
・
九
％
説
も
）
を
売
却
し
、
残
り
の
一
九
・
二

九
％
（
一
七
・
四
％
説
も
）
は
少
な
く
と
も
三
年
間
、
ル
ク
オ
イ
ル
に
残
す
と
い
う
合
意
が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
約
二
億

で
ル
ク
オ
イ
ル
は
債
務
を
減
額
し
た
。
こ
う
し
て
ル
ク
オ
イ
ル
は
子
会
社

と
し
て
の
銀
行
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
銀
行
ペ
ト
ロ
コ
メ
ル
ツ
と
の
取
引
は
継

続
し
て
い
る
。
○
五
年
十
二
月
、
カ
ピ
タ
ル
Ъ
は
ル
ク
オ
イ
ル
か
ら
同
行
株
の
一
九
・
二
九
％
な
い
し
一

七
・
四
％
を
買
い
増
し
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
保
有
株
は
す
べ
て
カ
ピ
タ
ル
Ъ
に
移
さ
れ
た
。

な
お
、
カ
ピ
タ
ル
Ъ
グ
ル
ー
プ
は
ル
ク
オ
イ
ル
と
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
に
あ
り
、
保
険
分
野
で
強

力
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。
カ
ピ
タ
ル
Ъ
は
ル
ク
オ
イ
ル
の
以
前
の
投
資
・
銀
行
資
産
を
保
有
し
、
そ
の

傘
下
に
は
、
決
済
銀
行
で
あ
る
銀
行
ペ
ト
ロ
コ
メ
ル
ツ
の
ほ
か
、
年
金
基
金
や
保
険
会
社
、
投
資
会
社
な

ど
が
入
っ
て
い
る
。
カ
ピ
タ
ル
Ъ
の
資
産
価
値
は
二
○
○
五
年
末
で
約
一
五
億

に
上
る
と
み
ら
れ
る
。
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そ
の
実
質
的
な
恩
恵
享
受
者
が
だ
れ
で
あ
る
か
が
銀
行
ペ
ト
ロ
コ
メ
ル
ツ
に
よ
る
七
億
五
○
○
○
万

の

ユ
ー
ロ
債
発
行
の
準
備
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
カ
ピ
タ
ル
Ъ
の
基
本
的
な
恩
恵
享
受
者
は
ル
ク
オ
イ

ル
の
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
社
長
と
フ
ェ
ド
ゥ
ン
副
社
長
だ
と
い
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
な
ん
ら
か
の
形
で

カ
ピ
タ
ル
Ъ
の
共
同
保
有
者
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
ル
ク
オ
イ
ル
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
有
力
な
金
融
関
係
の
会
社
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
団
体
「
有

限
会
社
・
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
Ｋ
ｏ
」
だ
。
投
資
会
社
ニ
ク
オ
イ
ル
と

し
て
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
、
小
切
手
投
資
基
金
ル
ク
オ
イ
ル
基
金
の
管
理
会
社
の
役
割
を
果
た
し
た
。

九
五
年
に
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
株
式
一
六
％
を
売
却
す
る
投
資
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
勝
利
し
た
。
九
六
年
に

商
業
銀
行
ロ
ー
ジ
ナ
を
ニ
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
統
合
し
、
九
八
年
か
ら
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ク

オ
イ
ル
に
改
称
し
た
。
一
方
、
こ
れ
と
は
別
系
統
で
、
九
七
年
秋
に
な
っ
て
、
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
、
ニ
ク
オ
イ
ル
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
に
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
が
設
立
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
だ
。
同
社
は
九
二
年
十
二
月
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
従
業
員
の
小
切
手
私
有
化
へ
の
関
与
モ
デ

ル
を
策
定
す
る
投
資
会
社
間
の
入
札
で
勝
利
し
、
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
は
フ
ェ
ド
ゥ
ン
（
当
時
、
ル
ク
オ
イ
ル
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
長
）
の
知
遇
を
得
た
。
こ
の
意
味
で
、
最
初
か
ら
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
と
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ



126

の
友
好
的
関
係
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
関
係
は
自
立
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
二
○
○
二
年
に
は
、
ア
フ
ト
バ
ン
ク
（
○
一
年
十
月
現
在
、
資
産
額
第
三
十

位
）
と
工
業
保
険
会
社
を
買
収
、
前
者
は
商
業
銀
行
ア
フ
ト
バ
ン
ク
―

ニ
ク
オ
イ
ル
（
○
四
年
末
の
資
産
は
第

二
十
四
位
）
に
改
称
し
た
。
後
者
は
○
三
年
に
ニ
ク
オ
イ
ル
―

保
険
に
改
称
後
、
現
在
、
保
険
グ
ル
ー
プ
・

ウ
ラ
ル
シ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
○
四
年
初
め
の
段
階
で
は
、
団
体
「
有
限
会
社
・
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
Ｋ
ｏ
」
の
持
ち
分
の
九
○
％
を
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
が
有
し
て
い
た
が
、
投
票

権
は
な
く
、
残
り
の
一
○
％
を
も
つ
有
限
会
社
ニ
ク
オ
イ
ル
・
カ
ピ
タ
ル
な
ど
二
社
が
す
べ
て
の
投
票
権

を
有
し
て
い
た
。
二
社
と
も
に
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
が
一
○
○
％
の
持
ち
分
を
有
す
る
会
社
だ
。
団
体
「
有
限

会
社
・
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
Ｋ
ｏ
」
は
そ
の
一
○
○
％
子
会
社
の
ニ
ク

オ
イ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
公
開
型
株
式
会
社
・
商
業
銀
行
ア
フ
ト
バ
ン
ク
―

ニ
ク
オ
イ
ル
の
株
式

の
七
四
・
三
八
％
を
保
有
し
、
別
の
孫
会
社
が
一
九
・
二
一
％
を
保
有
し
て
い
た
。
一
方
、
団
体
「
有
限

会
社
・
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
Ｋ
ｏ
」
の
子
会
社
な
ど
を
使
っ
て
、
投
資

銀
行
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ク
オ
イ
ル
が
支
配
さ
れ
て
い
た
。

金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
を
中
心
に
し
て
グ
ル
ー
プ
を
展
開
す
る
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
は
、

二
○
○
三
年
十
月
、
銀
行
ウ
ラ
ル
シ
ブ
（
ウ
ラ
ル
・
シ
ベ
リ
ア
銀
行
）
株
の
一
四
％
を
取
得
し
た
。
こ
の
銀
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行
は
一
九
九
三
年
に
ロ
シ
ア
連
邦
内
の
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
○
三
年
七
月
段

階
で
、
資
産
額
第
十
位
の
大
銀
行
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
オ
イ
ル
と
銀
行

グ
ル
ー
プ
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
が
合
併
し
、
○
四
年
に
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
資
産
は
四
五
億

を
上
回
り
、
そ
の
も
と
に
、
q
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ク
オ
イ
ル
、
w
商

業
銀
行
ア
フ
ト
バ
ン
ク
―

ニ
ク
オ
イ
ル
、
e
銀
行
ウ
ラ
ル
シ
ブ
、
な
ど
が
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
は
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
の
社
長
兼
商
業
銀
行
ア
フ
ト
バ
ン
ク
―

ニ
ク

オ
イ
ル
代
表
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
○
四
年
十
月
、
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ク
オ
イ
ル
の
株
式
を
銀
行

ウ
ラ
ル
シ
ブ
の
株
式
と
交
換
す
る
こ
と
で
前
者
の
後
者
へ
の
吸
収
合
併
が
決
ま
っ
た
。
結
局
、
○
五
年
十

月
、
商
業
銀
行
ア
フ
ト
バ
ン
ク
―

ニ
ク
オ
イ
ル
、
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ク
オ
イ
ル
、
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク

国
民
銀
行
、
ク
ズ
バ
ス
石
炭
銀
行
を
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
に
統
合
し
た
銀
行
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
二
二
二
○
億
ル
ー
ブ
ル
の
資
産
を
も
つ
ロ
シ
ア
で
第
六
、
七
位
ほ
ど
の
規
模
の
銀
行
と
な
っ

た
。
別
の
情
報
で
は
、
純
資
産
で
第
四
位
の
大
銀
行
と
な
っ
た
。

ツ
ヴ
ェ
ト
コ
フ
は
一
九
九
四
〜
九
五
年
、
ニ
ク
オ
イ
ル
の
社
長
を
務
め
な
が
ら
ル
ク
オ
イ
ル
の
有
価
証

券
部
門
を
主
導
し
、
九
六
〜
九
七
年
に
は
ル
ク
オ
イ
ル
の
副
社
長
を
務
め
た
。
そ
の
意
味
で
、
ツ
ヴ
ェ
ト

コ
フ
は
長
く
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ク
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オ
イ
ル
が
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
に
変
貌
し
て
い
く
過
程
で
も
、
二
○
○
四
年
前
半
ま

で
は
、
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
は
ル
ク
オ
イ
ル
株
の
七
〜
八
％
を
保
有
し
て
い
た
。
し

か
し
、
○
四
年
後
半
に
そ
の
半
分
が
売
却
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
○
六
年
一
月
の
段

階
で
、
ウ
ラ
ル
シ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
株
の
四
％
程
度
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
と
金
融
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ラ
ル
シ
ブ
の
関
係
は
以
前
に
も
増
し
て
相
互
に

独
立
し
た
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
の
銀
行
ウ
ラ
ル
シ
ブ
の
持
ち
株
比
率
は
○
六
年

夏
の
段
階
で
七
％
ま
で
低
下
し
た
。

５
　
ル
ク
オ
イ
ル
、
ガ
ス
進
出
を
積
極
化

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
目
指
す
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
石
油
部
門
に
も
積
極
的
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
ガ
ス
部
門
へ
の
進
出
を
積
極
化
さ
せ
て
い
る
。
二
○
○
二
年
頃
か

ら
ガ
ス
部
門
の
拡
大
を
積
極
化
す
る
戦
略
を
と
り
、
○
五
年
の
ガ
ス
採
掘
量
は
二
六
億
立
方

強
だ
っ
た
。

ル
ク
オ
イ
ル
は
○
三
年
十
一
月
、
独
立
系
ガ
ス
会
社
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
の
子
会
社
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
ネ
フ
チ
ガ
ス

株
の
四
○
％
を
四
四
六
○
万

で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
○
五
年
四
月
に
は
、
そ
の
ナ
ホ
ト
カ
の
ガ
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ス
鉱
区
が
操
業
開
始
と
な
っ
た
。
○
五
年
三
月
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社
長
と
ル
ク
オ
イ
ル
の

ア
レ
ク
ペ
ロ
フ
社
長
は
、
○
五
〜
一
四
年
の
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
合
意
に
署
名
し
、
そ
の
な
か

で
、
ナ
ホ
ト
カ
鉱
区
で
採
掘
さ
れ
る
天
然
ガ
ス

は
す
べ
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
ガ
ス
に
か

か
わ
る
事
業
を
、
当
面
、
独
自
に
展
開
す
る
考

え
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

石
油
メ
ジ
ャ
ー
を
み
る
と
、
実
は
炭
化
水
素

系
資
源
の
採
掘
全
体
に
占
め
る
天
然
ガ
ス
の
割
合
（
二
○
○
四
年
実
績
）
は
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル

（
以
下
、
シ
ェ
ル
）
で
六
割
を
超
え
て
お
り
、
Ｂ
Ｐ
ア
モ
コ
（B

P

・A
m

oco

）
や
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
で

四
割
か
ら
五
割
に
上
っ
て
い
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
で
は
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
が
二
割

弱
だ
が
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
、
ユ
コ
ス
、
ル
ク
オ
イ
ル
と
も
一
割
に
満
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
ル
ク

オ
イ
ル
が
よ
り
大
き
な
企
業
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
天
然
ガ
ス
部
門
の
拡
大
が
課
題
と
な
る
。

ロシアの大規模石油会社ルクオイル本社：
モスクワ（筆者撮影）
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3

Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
は
基
本
的
に
、
q
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
、
w
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ

ル
ー
プ
、
お
よ
び
e
石
油
メ
ジ
ャ
ー
の
Ｂ
Ｐ
、
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
q
、
w
と
も
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
で

あ
る
と
い
う
点
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
や
ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

当
初
は
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
（
Ｔ
Ｎ

Ｋ
）
の
株
式
の
五
○
％
ず
つ
を
分
け
合
っ
て
保
有
し
た
と
こ
ろ
か
ら
協
力
関
係
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
Ｂ
Ｐ

が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
自
体
は
、
二
○
○
一
年
か
ら
○
四
年
ま
で
石
油
生
産
量
第
三

位
の
巨
大
石
油
会
社
で
、
ユ
コ
ス
事
件
で
ユ
コ
ス
が
解
体
さ
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
事
実
上
、
ロ
シ
ア
第
二

位
の
石
油
会
社
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の

影
響
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
Ｂ
Ｐ
と
資
本
提
携
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
あ
く

ま
で
ロ
シ
ア
系
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
ア
ク
セ

ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
ロ
シ
ア
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
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め
で
あ
る
。

１
　
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ

ま
ず
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

表
16
に
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
モ
ス
ク

ワ
鉄
鋼
合
金
大
学
の
学
生
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
（
ス
ル
コ

フ
だ
け
は
聴
講
生
か
）。
同
大
学
で
教
員
だ
っ
た
オ
レ
グ
・
キ

セ
リ
ョ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か

け
て
、
協
同
組
合
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ト
お
よ
び
商
社
ア
ル
フ
ァ

エ
コ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
三
六
年
生
ま
れ
の
比
較
的
高
齢
の

フ
ァ
イ
ン
が
協
同
組
合
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ト
の
代
表
者
を
務
め
、

後
に
、
ア
ル
フ
ァ
エ
コ
ー
の
社
長
に
も
な
っ
た
。
ハ
ン
は
当

初
、
ア
ル
フ
ァ
エ
コ
ー
の
卸
売
部
門
を
担
当
し
、
後
に
社
長

に
な
っ
た
。
ク
ズ
ィ
ミ
チ
ョ
フ
は
ア
ル
フ
ァ
エ
コ
ー
の
国
際

アルファ銀行代表

チュメニ石油会社副社長－社長－執行役員

アルファ・グループ取締役会メンバー

アルファ銀行重役会副議長（1997～98），
ロシア連邦大統領府副長官

フリードマン

ハ　ン

クズィミチョフ

スルコフ

表 16 1980年代初めモスクワ鉄鋼合金大学の前学生で
アルファ設立にかかわった人々

（出所）［44］p.134.
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部
門
を
担
当
し
た
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
九
一
年
一
月
に
銀
行
免
許
を
取
得
し
た
ア
ル
フ
ァ
銀
行
の
会
長

（
取
締
役
会
議
長
）
に
就
任
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
、
関
係
す
る
会
社
の
連
合
体
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
q
ク
ラ
ウ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
（C

row
n

F
inance

F
oundation

：

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）、
w
Ｃ
Ｔ
Ｆ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（C
T

F
H

oldings
Ltd. ：

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
q
に
よ
っ
て
所
有
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
事
実
上
の
親
会
社
と

い
う
説
も
）、
e
ア
ル
フ
ァ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（A

lfa
Finance

H
oldings ：

ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
、
w
に
よ
っ
て
所
有
）、
r
ク
ラ
ウ
ン
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（C

row
n

Luxem
bourg

H
oldings ：
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
e
に
よ
っ
て
所
有
）、
t
公
開
型
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
銀
行

（
ロ
シ
ア
、
e
に
よ
っ
て
所
有
）、
y
ア
ル
フ
ァ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（A

lfa
CapitalM

arkets ：

米

国
、
e
に
よ
っ
て
所
有
）、
u
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
（Crow

n
Com

m
odities

Ltd. ：

英
国
、
r
に
よ

っ
て
所
有
）、
i
ク
ラ
ウ
ン
・
ト
レ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（Crow

n
T

rade
and

Finance
Ltd. ：

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
r
に
よ
っ
て
所
有
）、
o
ク
ラ
ウ
ン
・
リ
ゾ
ー
ス
（Crow

n
R

esources ：

ス
イ
ス
、
r
に
よ

っ
て
所
有
）、
!0Crow

n
R

esources
Inc.

（
米
国
、
r
に
よ
っ
て
所
有
）、
!1
有
限
会
社
ア
ル
フ
ァ
エ
コ
ー

（
ロ
シ
ア
）、
な
ど
だ
。
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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ル
フ
ァ
銀
行
（
二
○
○
四

年
末
で
第
四
位
の
大
銀
行
、
グ
ル
ー
プ
が
株
式
の
一
○
○
％
所
有
。
○
六
年
二
月
二
十
二
日
付『
ヴ
ェ
ー
ド
モ
ス
チ
』

紙
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
ア
ル
フ
ァ
銀
行
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
〈
フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
ク
ズ
ィ
ミ
チ
ョ

フ
、
ハ
ン
の
三
人
で
そ
れ
ぞ
れ
三
六
・
一
％
、
一
七
・
九
％
、
二
三
％
の
合
計
七
七
％
を
間
接
的
に
保
有
〉
を
通

じ
て
Ａ
Ｂ
Ｈ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
を
支
配
し
、
Ａ
Ｂ
Ｈ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
が
ア
ル
フ

ァ
銀
行
株
の
七
五
％
強
を
保
有
し
、
残
り
の
二
五
％
程
度
は
個
人
に
属
し
て
お
り
、
ア
ー
ヴ
ェ
ン
社
長
が
う
ち
一

四
％
を
保
有
）、
ア
ル
フ
ァ
カ
ピ
タ
ル
、
ア
ル
フ
ァ
保
険
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
（
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
株
式
の

二
五
％
保
有
）、
ア
ル
フ
ァ
エ
コ
ー
、
商
社
ペ
レ
ク
レ
ス
ト
ク
（
八
○
・
四
一
％
）、
ア
ル
フ
ァ
テ
レ
コ
ム
（
○

五
年
十
二
月
か
ら
ア
ル
テ
ィ
モ
〈A

ltim
o

〉
に
社
名
変
更
。
傘
下
に
ヴ
ィ
ン
ペ
ル
コ
ム
―
三
二
・
九
％
、
メ
ガ
フ

ォ
ン
―
二
五
・
一
％
、
キ
エ
フ
ス
タ
ー
―
四
三
・
五
％
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
テ
レ
コ
ム
―
二
九
・
九
％
、
ト
ル
コ
の
通

信
会
社T

urkcell

―
一
三
・
二
％
）、
ル
ー
ス
キ
エ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
。
○
三
年
の
報
告
に
よ
る
と
、
ア

ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
資
産
価
値
は
一
二
○
億

に
上
っ
た
。
連
結
売
上
高
は
四
億
八
八
○
○
万

、
純

利
益
は
一
九
億
九
○
○
○
万

だ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社
で
あ
る
q
、
w
、
e
、
r
を
直
接
、
間

接
に
支
配
し
て
い
る
の
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
ク
ズ
ィ
ミ
チ
ョ
フ
、
ハ
ン
の
三
人
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
グ
ル
ー
プ
代
表
者
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
グ
ル
ー
プ
の
資
産
の
七
○
％
が
属
し
て
い
る
と
み
る
向
き
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も
あ
る
。
彼
自
身
は
グ
ル
ー
プ
に
占
め
る
彼
の
持
ち
分
は
四
○
％
強
で
、
○
三
年
末
の
資
産
価
値
で
二
○

○
億

と
評
価
し
て
い
る
。

２
　
政
治
的
関
係
の
活
用

ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
だ
け
の
巨
大
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
成
長
で
き
た
背
後
に
は
、
政
治
的
関
係

の
活
用
が
あ
る
。
一
九
九
三
年
末
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
ア
ル
フ
ァ
銀
行
の
代
表
者
と
し
て
元
対
外
経
済
関

係
相
の
ア
ー
ヴ
ェ
ン
を
招
聘
し
た
。
政
府
と
の
強
い
人
脈
を
も
つ
人
物
を
グ
ル
ー
プ
内
に
引
き
入
れ
て
、

有
利
な
ロ
ビ
イ
ス
ト
活
動
を
行
お
う
と
し
た
わ
け
だ
。
長
く
続
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
首
相
の
下
で

は
、
銀
行
の
重
役
会
議
長
と
し
て
ヴ
ィ
ド
を
招
聘
し
た
。
彼
は
ゴ
ス
プ
ラ
ン
第
一
副
議
長
で
あ
っ
た
人
物

で
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
主
導
で
創
設
さ
れ
た
政
治
運
動
組
織
「
我
々
の
家
ロ
シ
ア
」
の
執
行
委
員
会

議
長
も
務
め
た
。
こ
の
結
果
、
九
七
年
七
月
の
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
の
株
式
の
四
○
％
を
売
却
す
る
投
資

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
落
札
者
は
ノ
ー
ヴ
ィ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
で
、

そ
の
株
式
の
五
○
％
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
ハ
ン
、
フ
ァ
イ
ン
、
ア
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー

プ
関
係
者
が
保
有
し
、
残
り
の
五
○
％
は
後
述
す
る
レ
ノ
ヴ
ァ
が
保
有
し
て
い
た
。
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ほ
か
に
も
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
は
、
チ
ュ
バ
イ
ス
、
ネ
ム
ツ
ォ
フ
、

キ
リ
エ
ン
コ
と
い
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
時
代
の
第
一
副
首
相
や
首
相
だ
。「
市
場
経
済
」
な
る
も
の
の

妄
信
的
と
も
い
え
る
導
入
を
唱
え
る
新
保
守
主
義
的
な
人
物
た
ち
と
い
え
る
。
基
本
的
に
同
グ
ル
ー
プ
は

資
本
主
義
の
果
敢
な
導
入
を
容
認
し
、
自
由
競
争
を
通
じ
て
勝
利
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
信
じ
て
い
る
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
か
ら
プ
ー
チ
ン
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
は
、
ス
ル
コ
フ
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
。
彼

は
も
と
も
と
メ
ナ
テ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
が
、
ア
ー
ヴ
ェ
ン
の
招
聘
を
受
け
て
、
一
九
九
七

年
三
月
か
ら
九
八
年
一
月
ま
で
、
ア
ル
フ
ァ
銀
行
の
重
役
会
副
議
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
フ
ァ
・

グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
ロ
シ
ア
公
共
テ
レ
ビ
（
当
時
）
の
第
一
副
社
長
を
務
め
た
後
、
九
九
年
か
ら
大
統
領

府
長
官
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
の
顧
問
に
な
り
、
同
年
八
月
か
ら
大
統
領
府
副
長
官
に
就
任
し
た
。
彼
は
ヴ
ォ
ロ
シ

ン
が
解
任
さ
れ
て
か
ら
も
大
統
領
府
に
残
り
、
大
統
領
府
副
長
官
の
ポ
ス
ト
が
二
つ
に
減
ら
さ
れ
た
二
○

○
四
年
以
降
も
副
長
官
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
。
ス
ル
コ
フ
が
い
ま
で
も
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
友
好
関
係

に
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
時
代
に
も
大
統
領

府
に
直
接
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
ス
ル
コ
フ
は
議
会

対
策
を
担
当
し
て
お
り
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
も
下
院
の
さ
ま
ざ
ま
の
委
員
会
に
影
響
力
を
も
つ
ま
で

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
や
国
際
委
員
会
に
し
か
影
響
力
が
な
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い
の
に
対
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
会
派
「
統
一
」、「
国
民
代
議
士
」、
自
民
党
に
よ
っ
て
主
導
さ

れ
る
す
べ
て
の
委
員
会
に
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
同
じ
く
メ
ナ
テ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
と
関
係
の
深
か
っ
た
ア
ブ
ラ
モ
フ
が
一
九
九
七
年

十
一
月
か
ら
九
九
年
十
二
月
ま
で
、
ア
ル
フ
ァ
銀
行
重
役
会
副
議
長
を
務
め
、
九
九
年
十
二
月
七
日
に
大

統
領
府
副
長
官
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
だ
。
彼
は
○
四
年
四
月
、
大
統
領
補
佐
官
に
就
任
し
た
。
彼
も
ま
た
、

ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
プ
ー
チ
ン
と
の
橋
渡
し
役
を
果
た
せ
る
立
場
に
あ
る
。

３
　
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
突
出

そ
の
結
果
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
プ
ー
チ
ン
政
権
と
良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
る
。
二
○
○

五
年
七
月
に
は
、
ト
ル
コ
の
通
信
会
社T

urkcell

株
の
二
七
％
を
購
入
し
た
が
っ
て
い
た
ア
ル
フ
ァ
テ
レ

コ
ム
（
現
ア
ル
テ
ィ
モ
）
を
支
援
す
る
た
め
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
に
直
接
、

ア
ル
フ
ァ
銀
行
の
ア
ー
ヴ
ェ
ン
社
長
を
紹
介
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
が
大
統
領
に
忠
誠
を
誓
っ
て

い
る
証
と
、
ロ
シ
ア
で
は
報
道
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
○
五
年
十
一
月
の
人
事
で
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ヂ
ェ
フ
大

統
領
府
長
官
が
第
一
副
首
相
に
な
る
と
、
そ
の
後
任
に
は
ソ
ビ
ャ
ニ
ン
と
い
う
チ
ュ
メ
ニ
州
知
事
が
就
い
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た
。
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
が
ソ
ビ
ャ
ニ
ン
の
任
命
を
支
援
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ソ
ビ
ャ
ニ
ン
は
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
が
本
拠
を
も
つ
チ
ュ
メ
ニ
州
の
知
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
チ
ュ
メ
ニ
石

油
会
社
株
の
五
○
％
を
保
有
す
る
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
チ
ュ
メ
ニ
州
は
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
に
特
恵
と
し
て
利
潤
税
率
の
四
％
分
を
免
除
し
て
い
る

た
め
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
チ
ュ
メ
ニ
州
に
、
採
掘
会
社
か
ら
原
油
を
低
い
価
格
で
購
入
し
、「
正
常
な
価
格
」

で
製
油
所
に
販
売
す
る
と
い
う
会
社
を
設
立
し
た
。
移
転
価
格
を
利
用
し
た
節
税
を
公
然
と
継
続
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
移
転
価
格
の
国
内
で
の
利
用
は
ユ
コ
ス
事
件
で
停
止
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、

○
五
年
に
な
っ
て
も
利
用
し
て
い
る
の
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
だ
け
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

４
　
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
持
ち
株
会
社
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
八
年
六
月
、
ア
ル
フ

ァ
―

Ｔ
Ｖ
を
設
立
し
た
。
そ
の
株
式
の
二
五
％
は
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
、
同
じ
く
二
五
％
は
広
告
グ
ル

ー
プ
・
プ
レ
ミ
エ
ル
―

Ｓ
Ｖ
、
残
り
の
五
○
％
は
米
国
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（Story

F
irst

C
om

m
unication

：

株
主
は
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
、
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
・
グ
ル
ー
プ
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〈M
odern

T
im

es
G

roup

〉
な
ど
）
が
保
有
す
る
。
ア
ル
フ
ァ
―

Ｔ
Ｖ
は
当
初
、
q
Ｓ
Ｔ
Ｓ
（
テ
レ
ビ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
網
、
視
聴
者
七
○
○
○
万
人
の
モ
ス
ク
ワ
居
住
者
）
株
の
三
三
％
、
w
テ
レ
ビ
会
社
Ｓ
Ｔ
Ｓ
―

８
株
の
三

三
％
（
視
聴
者
六
○
○
万
人
の
モ
ス
ク
ワ
居
住
者
）、
e
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
株
の
三

三
％
（
視
聴
者
一
○
○
万
人
）、
r
ニ
カ
―

Ｔ
Ｖ
株
の
三
三
％
（
ニ
ジ
ニ
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
視
聴
者
三
○
○
万
人
）、

t
ム
ズ
―

Ｔ
Ｖ
株
の
七
○
％
（
視
聴
者
二
二
○
○
万
人
）、
を
保
有
し
て
い
た
。
九
九
年
二
月
、
ス
ト
ー
リ

ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
に
Ｓ
Ｔ
Ｓ
株
の
二
五
％
＋
一
株
を

売
却
し
た
（
残
り
七
五
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
を
ス
ト
ー
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
所
有
し
て

い
る
と
い
う
説
も
あ
る
）。
た
だ
し
、
正
確
に
い
う
と
、
ユ
ー
ロ
債
を
発
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
ア
ル
フ
ァ

銀
行
の
投
資
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
ア
ル
フ
ァ
銀
行
が
九
八
年
に
Ｓ
Ｔ
Ｓ
株

の
二
五
％
＋
一
株
を
五
六
六
○
万

で
購
入
し
、
残
り
の
四
％
を
二
○
○
三
年
に
取
得
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
い
う
。
○
一
年
に
な
る
と
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
ラ
ジ
オ
局
「
ロ
シ
ア
の
こ
だ
ま
」
株

の
九
・
五
％
を
購
入
し
た
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
支
配
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ガ
ス
プ

ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ
る
と
脆
弱
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
利
害
を
反
映
し

た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
ロ
ビ
イ
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
。
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５
　
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ

次
に
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ブ
ラ
ヴ
ァ
ト
ニ
ク
と
ヴ
ェ
ク
セ
リ

ベ
ル
グ
と
い
う
一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
モ
ス
ク
ワ
鉄
道
輸
送
技
師
大
学
で
知
り
合
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
ブ
ラ
ヴ
ァ
ト
ニ
ク
は
大
学
を
卒
業
し
な
い
ま
ま
米
国
へ
移
住
し
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
た
。
八
六
年
に
ア
ク
セ
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
（A

ccess

Industries

）
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
登
記
し
、
八
九
年
に
社
長
に
な
っ
た
。
八
七
年
に
は
、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ト

ニ
ク
と
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
の
旧
交
が
復
活
し
、
両
者
は
共
同
で
九
一
年
に
ロ
シ
ア
・
米
国
の
合
弁
会
社

レ
ノ
ヴ
ァ
を
設
立
し
た
。
株
式
の
三
分
の
二
は
会
社
コ
ン
ベ
ッ
ク
（K

om
vek
：

設
立
者
の
ひ
と
り
は
ヴ
ェ
ク

セ
リ
ベ
ル
グ
）
に
属
し
、
三
分
の
一
は
ア
ク
セ
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
属
し
て
い
た
。
レ
ノ
ヴ
ァ
の
社

長
に
な
っ
た
の
は
コ
ン
ベ
ッ
ク
に
お
け
る
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
法
律
家
バ
サ
エ
ス

ク
ル
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
は
レ
ノ
ヴ
ァ
会
長
（
取
締
役
会
議
長
）
に
就
任
し
た
。

レ
ノ
ヴ
ァ
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
部
門
中
心
に
投
資
を
行
い
、
ウ
ラ
ル
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
な
ど
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
工
場
を
支
配
下
に
置
い
た
。
一
九
九
六
年
に
は
、
ウ
ラ
ル
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
ア
ル
ミ
工
場
が
合
併



140

し
て
シ
ベ
リ
ア
・
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場
（
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
）
が
設
立
さ
れ
、
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
は
そ

の
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ニ
シ
モ
フ
と
い
う
ロ
ッ
シ
ー
ス
キ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
銀
行
の
副
社
長

を
務
め
て
い
た
人
物
が
中
心
に
な
っ
て
設
立
し
た
ト
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ル
ト
（
九
五
年
か
ら
ト
ラ
ス
ト
コ
ン
サ

ル
ト
・
グ
ル
ー
プ
）
の
保
有
す
る
ア
ル
ミ
企
業
株
を
購
入
し
て
、
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
と
統
合
し
、
二
○
○
○
年
に
Ｓ

Ｕ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
持
ち
株
会
社
が
で
き
あ
が
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ア
ル
ミ
生
産
の
二
割
ほ
ど

を
こ
の
会
社
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
が
社
長
に
就
任
し
た
。
○
三
年
の
段
階
で
、

レ
ノ
ヴ
ァ
は
同
社
株
の
七
七
％
を
保
有
し
て
い
た
。

一
方
、
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
七
年
に
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
チ
ュ

メ
ニ
石
油
会
社
株
の
四
○
％
を
購
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
九
九
年
に
も
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ

ル
ー
プ
と
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
株
の
四
八
・
六
八
％
を
取
得
、
一
般
株
主
か
ら

購
入
し
た
分
と
合
わ
せ
て
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
を
ほ
ぼ
完
全
に
支
配
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
九
八
年
か

ら
二
○
○
三
年
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
七
○
年
代
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住
し
、
そ
の
後
米
国
で
石
油
関
係
の

技
師
だ
っ
た
ク
ケ
ス
が
石
油
会
社
ユ
コ
ス
か
ら
引
き
抜
か
れ
、
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
の
社
長
を
務
め
た
。

九
七
年
八
月
か
ら
第
一
副
社
長
に
就
い
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
バ
カ
レ
イ
ニ
ク
だ
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
も
つ
バ
カ
レ
イ
ニ
ク
こ
そ
、
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
と
Ｂ
Ｐ
を
結
び
つ
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を
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果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
第
一
副
社
長
に
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
が
就
き
（
後
に
社
長
）、
ア
ル

フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
ハ
ン
が
執
行
役
員
と
し
て
経
営
に
参
画
し
た
。

ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
現
在
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
株
の
二
五
％
を
保
有
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
の
資
産
の
九
六
％
を
保
有
す
る
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（SU

A
L

International

）
株

の
九
六
％
を
も
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
と
ブ
ラ
ヴ
ァ
ト
ニ
ク
は
二
○
○
二
年
に
銀
行
ア
リ
バ
・

ア
リ
ヤ
ン
ス
（
○
四
年
四
月
の
資
産
で
第
二
三
六
位
）
株
の
五
○
％
を
も
つ
共
同
保
有
者
に
な
り
、
残
り
の
五

○
％
は
同
行
の
一
○
○
％
子
会
社
の
投
資
会
社
ソ
ヴ
リ
ン
ク
社
長
ら
が
保
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
○
五
年

に
、
後
者
の
五
○
％
は
化
学
企
業
の
持
ち
分
と
交
換
に
前
者
に
売
却
さ
れ
た
が
、
○
五
年
の
後
半
に
な
っ

て
、
前
者
が
後
者
に
銀
行
ア
リ
バ
・
ア
リ
ヤ
ン
ス
株
の
一
○
○
％
を
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
取

引
が
完
了
す
る
と
、
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
直
接
、
支
配
す
る
銀
行
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

ア
ク
セ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ヴ
ァ
ト
ニ
ク
は
、
二
○
○
四
年
、
ロ
シ
ア
の
通
信
持
ち
株
会
社
ス
ヴ
ャ

ジ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
株
の
二
五
％
＋
一
株
を
保
有
す
る
、
有
名
な
投
資
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の
率
い
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・M

ustcom

を
六
億

以
上
で
購
入
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ア
ク
セ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
電
力
や
石
炭
に
か
か
わ
る
資
産
を
保
有
し
て
い
る
（
石
炭
は
ボ
ガ
ト
ィ
リ
と
い
う
炭
鉱
で
、

ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
の
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
と
の
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る
）。
○
五
年
夏
に
は
、
ア
ク
セ
ス
・
グ
ル
ー
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プ
の
ア
ク
セ
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
は
シ
ェ
ル
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
に
よ
っ
て
○
○
年
に
設
立
さ
れ
た
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
な
ど
を
生
産
す
る
世
界
的
な
石
油
化
学
会
社B

asell

（
オ
ラ
ン
ダ
）
を
買
収
し
た
。
当
初
、
イ
ン

ド
企
業
も
買
収
に
参
加
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
結
局
、
ア
ク
セ
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
一
社
だ
け
で
四

四
億
ユ
ー
ロ
と
い
う
巨
額
の
買
収
を
行
っ
た
。
二
割
が
自
己
資
金
、
八
割
が
借
入
金
に
よ
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。

一
方
、
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
二
○
○
三
年
に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
い
う
会
社
を
設
立
し
、

同
社
は
地
方
の
電
力
会
社
の
株
式
の
一
部
や
、
そ
の
上
流
持
ち
株
会
社
で
あ
る
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
株
の
約
二
％
を
取
得
す
る
な
ど
、
電
力
株
に
投
資
し
て
い
る
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬

に
は
多
量
の
電
力
が
必
要
な
た
め
、
電
力
会
社
と
の
協
力
関
係
の
構
築
に
よ
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
事
業
に

役
立
て
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

二
○
○
五
年
六
月
に
は
、
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
と
、
鉄
鋼
業
や
石
炭

業
に
か
か
わ
る
エ
ヴ
ラ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
ア
ブ
ラ
モ
フ
が
協
力
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
新
興
財

閥
」
ピ
ン
チ
ュ
ー
ク
（
ク
チ
マ
前
大
統
領
の
女
婿
）
か
ら
ニ
コ
ポ
リ
ス
ク
合
金
鉄
工
場
株
の
約
七
四
％
を
取

得
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
、
○
五
年
八
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
経
済
裁
判
所
は
、
○
三
年
に
実

施
さ
れ
た
ニ
コ
ポ
リ
ス
ク
合
金
鉄
工
場
株
の
五
○
％
＋
一
株
の
ピ
ン
チ
ュ
ー
ク
へ
の
売
却
を
不
法
と
結
論
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づ
け
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
株
式
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
資
産
基
金
に
返
却
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
レ
ノ
ヴ

ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
国
家
垂
直
統
合
チ
タ
ン
会
社
チ
タ
ン
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
設
立
す
る
こ
と

な
ど
を
働
き
か
け
て
い
る
が
、
○
五
年
九
月
に
起
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
相
ら
の
解
任
騒
ぎ
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
混
乱
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
は
不
透
明
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
ノ
ヴ
ァ
は
こ
れ
と
は
別

に
チ
タ
ン
生
産
企
業
で
あ
るV

SM
PO

―A
vism

a

社
株
の
一
三
・
四
％
を
一
時
保
有
し
て
い
た
が
、
○
五

年
七
月
、
同
社
の
幹
部
に
売
却
し
た
。
○
六
年
三
月
に
は
、
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
の
支
配
す
る
閉
鎖
型
株

式
会
社
総
合
冶
金
シ
ス
テ
ム
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
あ
る
唯
一
の
原
発Paks

の
近
代
化
に
投
資
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ス
・
グ
ル
ー
プ
と
レ
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
は
と
き
に
は
協
力
し
な
が
ら
、
と
き

に
は
別
々
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
両
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
て
も
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ

の
規
模
に
は
及
ば
ず
、
そ
の
影
響
力
も
わ
ず
か
で
あ
る
と
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
・
グ

ル
ー
プ
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
は
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
彼
は

グ
ル
ー
プ
の
基
本
方
針
だ
け
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ハ
ン
を
通
じ
て
チ
ュ
メ
ニ
石

油
会
社
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
け
だ
。
チ
ュ
メ
ニ
石
油
を
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
支
配
で
き

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
の
「
実
力
」
が
現
れ
て
い
る
。
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4

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
「
家
族
」
の
一
員
と
し
て
、
権
力
を
振
る
っ
た
。
彼
は

政
商
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
と
と
も
に
一
九
九
五
年
、
シ
ベ
リ
ア
石
油
会
社
（
シ
ブ
ネ
フ
チ
）
の
設
立
に
尽
力
し
、

同
社
を
足
が
か
り
に
し
て
事
業
展
開
を
拡
大
し
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
「
家
族
」
に
早
く
か
ら
接
近

し
て
い
た
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
紹
介
で
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
「
家
族
」
の
一
員
と
遇
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ほ
か
に
も
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
（
大
統
領
府
長
官
）、
カ
シ
ヤ
ノ
フ
（
首
相
）、
デ
リ
パ

ス
カ
（
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
女
婿
ユ
マ
シ
ェ
フ
の
娘
と
結
婚
し
、
ま
さ
に
家
族
に
）
な
ど
が
い
た
。
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ

ッ
チ
は
ほ
か
に
、
ヴ
ァ
イ
ン
シ
ト
ク
・
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
社
長
や
ズ
ラ
ボ
フ
国
家
年
金
基
金
総
裁
（
現
保

健
・
社
会
発
展
相
）
と
太
い
パ
イ
プ
を
有
し
て
い
た
。

な
お
、
デ
リ
パ
ス
カ
は
基
本
的
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
産
業
で
地
歩
を
築
い
た
が
、
石
油
産
業
に
も
関
心

を
も
っ
て
い
る
。
デ
リ
パ
ス
カ
に
近
い
機
関
は
二
○
○
一
年
に
、
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
か
ら
石
油
会
社
ス

ラ
ヴ
ネ
フ
チ
と
そ
の
子
会
社
の
株
式
の
一
部
を
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
○
二
年
に
こ
れ
ら
の
資
産
は
チ
ュ

メ
ニ
石
油
会
社
と
シ
ブ
ネ
フ
チ
に
売
却
さ
れ
た
。
○
四
年
に
は
、
デ
リ
パ
ス
カ
の
主
導
す
る
会
社
バ
ー
ゾ
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ヴ
ィ
・
エ
レ
メ
ン
ト
は
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方
に
あ
る
製
油
所
と
一
二
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
買
収

し
た
。
○
五
年
に
は
、
デ
リ
パ
ス
カ
の
関
係
機
関
が
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の
優
先
株
の
六
・
六
％
や
ス
ル
グ

ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
優
先
株
の
○
・
八
二
％
を
取
得
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
デ

リ
パ
ス
カ
と
石
油
産
業
と
の
関
係
も
今
後
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
○
六
年
二
月
の
情
報
で
は
、
デ
リ

パ
ス
カ
は
持
ち
株
会
社
「E

n+

」
を
設
立
し
、
ロ
シ
ア
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
電
力
会
社
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
エ

ネ
ル
ゴ
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
水
力
発
電
所
な
ど
の
株
式
管
理
会
社
で
あ
る
エ
ヴ
ロ
シ
ブ
エ
ネ
ル
ゴ
）、
石
油
関

連
会
社
（
統
一
石
油
グ
ル
ー
プ
）
を
管
理
す
る
体
制
を
つ
く
る
計
画
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
基
盤
に
巨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
構
築
す
る
考
え
だ
。
さ
ら
に
、
デ
リ
パ
ス
カ
の
会
社
に
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
レ
ム
チ

ュ
コ
フ
は
○
五
年
八
月
、
有
力
紙
『
独
立
新
聞
』
を
刊
行
す
る
会
社
の
株
式
一
○
○
％
を
購
入
し
た
が
、
購

入
資
金
を
デ
リ
パ
ス
カ
が
出
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
二
○
○
○
〜
○
三
年
に
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
が
所
有
し
て
い
た
シ
ブ
ネ
フ
チ
株

の
五
○
％
を
一
三
億

で
購
入
し
た
ほ
か
、
ロ
シ
ア
公
共
テ
レ
ビ
（
当
時
）
株
の
四
九
％
を
一
億
七
○
○
○

万

程
度
で
取
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
保
有
し
て
い
た
ロ
シ
ア
・
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
の
二
五
％
を
五
億

ほ
ど
で
買
い
入
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
が
プ
ー

チ
ン
政
権
か
ら
圧
力
を
受
け
て
国
外
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
盟
友
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ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
株
式
を
買
い
入
れ
た
も
の
だ
が
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
は
売
却
価
格
に
不
満
を
も
っ
て

お
り
、
訴
訟
も
辞
さ
な
い
構
え
だ
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
活
動
実
績
を
簡
単
に
ま
と
め
た
の
が
表
17
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
ロ
ン
ド
ン
に
ミ
ル
ハ
ウ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（M

illhouse
Capital

）
社
を
設
立
し
、

そ
の
会
社
が
「
投
資
会
社
」
の
よ
う
に
、
株
式
を
管
理
・
運
用
し
て
、
値
上
が
り
益
を
ね
ら
う
と
い
う
投

資
を
行
っ
て
い
る
。
重
要
な
利
益
源
の
シ
ブ
ネ
フ
チ
に
し
て
も
、
長
期
保
有
し
て
経
営
に
あ
た
る
と
い
う

よ
り
も
、
短
中
期
の
資
産
構
成
の
ひ
と
つ
と
し
て
保
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
「
家
族
」
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
権
力
を
利
用
し
て
、
二
○
○
二
年
十
二
月
の

石
油
会
社
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
株
の
七
四
・
九
五
％
を
チ
ュ
メ
ニ
石
油
会
社
と
共
同
で
、
最
低
落
札
価
格
の
一

七
億

を
わ
ず
か
に
上
回
る
一
八
億
六
○
○
○
万

で
落
札
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
当
初
、
中
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
（
中
国
石
油
天
然
ガ
ス
集
団
公
司
）
も
参
加
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
落

札
額
の
高
騰
を
恐
れ
た
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
ら
の
働
き
か
け
で
参
加
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
○
二
年
春
の
段
階
で
、
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
の
私
有
化
に
伴
っ
て

同
社
株
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
そ
れ
ま
で
同
社
社
長
だ
っ
た
グ
ツ
ェ
リ
エ
フ

を
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
近
い
ス
ハ
ノ
フ
と
交
代
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
グ
ツ
ェ
リ
エ
フ
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は
交
代
前
に
同
社
の
支
配
権
を
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
（
国
際
工
業
銀
行
）
の
経
営
者
で
あ
る
プ
ガ
チ
ョ
フ
に
移

し
て
、
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
プ
ガ
チ
ョ
フ
は
一
九
九
○
年
代
初
め
に
プ
ー
チ
ン
と
知
り
合
い
、
そ
の
後
、

大
統
領
府
副
長
官
だ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
イ
ワ
ノ
フ
と
イ
ー
ゴ
リ
・
セ
チ
ン
と
親
交
を
結
ん
だ
。
プ
ガ
チ

ョ
フ
は
プ
ー
チ
ン
派
の
ミ
レ
ル
が
社
長
に
就
い
た
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
も
関
係
を
深
め
た
。
結
局
、
同
じ
「
家

族
」
の
一
員
で
あ
る
カ
シ
ヤ
ノ
フ
首
相
の
後
押
し
で
、
ス
ハ
ノ
フ
が
社
長
に
就
任
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の

人
事
抗
争
は
、「
家
族
」
と
、
新
興
の
プ
ー
チ
ン
に
近
い
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
派
」
の
争
い
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

だ
が
、「
家
族
」
は
そ
の
後
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
大
統
領
府
長
官
が
二
○
○
三
年
十
月
に
解
任
さ
れ
、○
四
年
三

月
に
は
カ
シ
ヤ
ノ
フ
首
相
が
解
任
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
影
響
力
は
壊
滅
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。
ア
ブ

ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ
も
現
在
で
は
政
治
的
な
後
ろ
盾
を
失
っ
て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
二
○
○
三
年
春
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
石
油
会
社
ユ
コ
ス
と
の
合
併
を
決
め
た
が
、

そ
の
後
、
ユ
コ
ス
の
ハ
ダ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
社
長
の
逮
捕
な
ど
で
、
合
併
は
「
破
談
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
○
五
年
九
月
に
自
分
の
支
配
す
る
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
株
式
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
売
却
す

る
こ
と
を
決
め
た
の
も
、
政
府
か
ら
の
「
圧
力
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
株
を
手

放
せ
ば
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
過
去
の
脱
法
行
為
や
脱
税
を
見
逃
す
と
い
っ
た
条
件
が
あ
っ
た
の
で
は
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2003年３月 Millhouse Capital，アエロフロート株の26％をナショ
ナル・リザーブ銀行グループに約１億3,300万ドルで売
却。

2003年春 シブネフチ取締役とユコスの合併がまとまる。

2003年６月 2000年８月，デリパスカ・グループによって設立され
たPuspromavto株の 37.5％を取得していた（残りの
37.5％をデリパスカのバーザヴィ・エレメントが保有。
残りの25％はPuspromavtoの経営者が保有）が，この
37.5％の売却を決定。

2003年秋 Millhouse Capitalはルースキー・アルミニウム株の
25％をデリパスカのバーザヴィ・エレメントに10億ド
ルから15億ドルで売却。５億ドル強といわれるサッカ
ークラブ・チェルシーの購入の一部にあてられた。

2003年10月 10月までにユコスのハダルコフスキー側にシブネフチ
株の92％が渡された。シブネフチ株の57.5％は増資後
の新株17.2％と，14.5％はユコス株8.8％と交換され，
20％はユコスが購入した。その後，合併解消でシブネ
フチはユコスに渡った自社株の取り戻しに躍起。

2004年９月 Millhouse Capitalがルースキー・アルミニウムの残り
の25％をバーザヴィ・エレメントに売却。

2004年10月 ユコス保有のシブネフチ株の57.5％がMillhouse Capital
に返却。

2005年７月 ユコス保有のシブネフチ株の14.5％がMillhouse Capital
に返却。

2005年９月 シブネフチ株の72.663％をガスプロムに売却すること
で合意。

2005年10月 チュコト自治管区知事継続へ。

と出来事

（出所）書籍，新聞，雑誌，インターネット情報から作成。
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1966年 サラトフ生まれ。パスポート上ではウクライナ人。ユ
ダヤ系。グブキン記念モスクワ石油ガス大学卒。

1995年８月 大統領令「シベリア石油会社（シブネフチ）の設立につ
いて」。

1996年９月 シブネフチ取締役に就任。

1995～ 1995年12月，金融石油会社がシブネフチ株の51％を取
得。96年９月，Sinksが同９％を取得。96年10月，リ
ファイン・オイルが同15％を取得。３社ともアブラモ
ヴィッチとベレゾフスキーの所有。

1999年12月 下院議員に当選。

1999～ アブラモヴィッチ・グループはアルミニウム部門に集
中投資。ブラーツクやクラスノヤルスクのアルミ工場
の株式の６割強を取得。デリパスカの率いるシベリ
ア・アルミニウム・グループと統合して，2000年初め
ルースキー・アルミニウムを設立。

2000年12月 チュコト自治管区知事に選出。

2001年８月 資産管理会社Millhouse Capitalをロンドンで登記。

2001年10月 Millhouse Capitalに，ルースキー・アルミニウム株の
50％（残り50％はデリパスカ側が保有），シブネフチ株
の88％，アエロフロート株の36％などを移行。

2001年 Millhouse Capitalは，牛乳生産企業ユニミルク，小売
会社ナショナル・トレード・アリヤンス，食肉のプロ
ドという三つの企業集団をまとめたプラネト・グルー
プを設立し支配。

2002年11月 シブネフチはベラルーシ政府に属していた石油会社ス
ラヴネフチ株の10.83％を２億ドル強で取得。

2002年12月 スラヴネフチ株の74.95％がシブネフチとチュメニ石油
会社からなるインヴェスト・オイルに18億6,000万ドル
で売却。

2000年

96年

表17 アブラモヴィッチ
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な
い
か
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
同
年
十
月
、
チ
ュ
コ

ト
自
治
管
区
の
知
事
を
も
う
一
期
務
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
事
実
上
の
任
命
権

が
あ
る
人
事
だ
け
に
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
な
ん
と
か
政
府
の
信
認
を
取
り
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
手
を
引
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
○
○
六
年
五
月
末
、
前
記

の
投
資
会
社
ミ
ル
ハ
ウ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
集
団
の
エ
ヴ
ラ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
株
の
約
四

○
％
を
同
社
株
の
八
五
・
七
％
を
も
つCrosland

G
lobal

か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
（
鉄
鋼
集
団
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ロ
シ
ア
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
集
団
を
め
ぐ
る
現
状
分
析
」
文
献
リ
ス

ト

参
照
）。
取
引
額
は
三
○
億

近
い
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
系
の
銀
行
で
あ
っ
た
統
一
銀
行
を
保
有
し
て
い
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
統
一
銀
行
は
資
産
額
で
み
て
も
、
二
○
○
四
年
末
で
上
位
二
○
○
傑
に
入
っ
て

お
ら
ず
、
規
模
の
比
較
的
小
さ
な
銀
行
に
す
ぎ
な
い
。
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5

ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
・
グ
ル
ー
プ

ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
公
開
型
株
式
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｇ
）
の

ボ
グ
ダ
ノ
フ
社
長
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
前
半
の
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
構
造

を
示
し
た
の
が
図
５
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（H
erm

itage
CapitalM

anagem
ent

）
の
情
報
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
自
体
の
情
報
で

は
、
○
四
年
初
め
の
段
階
で
、
同
社
の
経
営
陣
の
持
ち
株
比
率
は
○
・
四
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中

央
ス
ル
グ
ー
ト
デ
ポ
ジ
タ
リ
ー
が
三
一
・
七
％
、
Ｉ
Ｎ
Ｇ
銀
行
ユ
ー
ラ
シ
ア
が
一
五
・
二
％
、
ス
ル
グ
ー

ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
銀
行
が
一
四
・
一
％
、
モ
ス
ク
ワ
国
際
銀
行
が
七
・
七
％
の
計
六
八
・
七
％
だ
っ
た
。
○

五
年
の
初
め
で
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｇ
銀
行
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
持
ち
株
比
率
は
一
五
・
七
％
で
、
モ
ス
ク
ワ
国
際
銀
行

の
七
・
七
％
は
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
図
５
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
の
子
会
社
や
孫
会

社
が
親
会
社
の
株
式
の
六
二
％
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
株
が
自
己
株
式
の
保
有
（
社
内
株
）
に
あ
た
り
、
社
内
株
の
取
得
後
、
一
年
以

内
の
再
販
売
な
い
し
償
却
を
義
務
づ
け
た
株
式
会
社
法
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
、
裁
判
を
起
こ
し
て
い
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図
5
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
構
造

（
出
所
）

H
erm

itage Capital M
anagem

ent資
料
。

32％
6.4％

68％
36.8％

99.96％
12.5％

63.2％
3.73％

0.4％
0.67％

2.7％

87.2％
42.1％

93.1％

リ
ー
シ
ン
グ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

前
石
油
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス

イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト・
ザ
シ
ー
タ
　

保
険
団
体
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス

年
金
基
金

ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス

中
央
ス
ル
グ
ー
ト
デ
ポ
ジ
タ
リ
ー

石
油
リ
ザ
ー
ブ

公
開
型
株
式
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
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る
。さ

ら
に
、
二
○
○
○
年
以
降
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
は
キ
ン
エ
ク
ス
社
を
経
由
し
た
石
油
や
石
油
製
品
の
輸
出
を
急

増
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
は
石
油
な
ど
の
キ
ン
エ
ク
ス
へ
の
供
給
価
格
を
市
場
価
格
よ
り
も

大
幅
に
値
引
き
し
て
お
り
、
そ
れ
が
同
社
の
利
潤
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
て
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
問
題
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
は
問
題
含
み
の
会
社
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ボ
グ
ダ
ノ
フ
は
ソ
連

時
代
の
一
九
八
四
年
に
企
業
合
同
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
企
業
長
に
就
任
し
て
以
来
、
ず
っ
と
経
営

に
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ー
リ
ン
グ
技
師
だ
。
節
税
や
脱
税
を
行
わ
な
い
企
業
と
し
て
も
有
名
で
、
エ
ル
ミ
タ

ー
ジ
ュ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
主
張
は
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
著

し
く
傷
つ
け
る
も
の
と
い
え
る
。
石
油
会
社
に
は
、
石
油
資
源
に
伴
う
レ
ン
ト
が
存
在
し
、
そ
こ
に
「
腐

敗
」
が
は
び
こ
り
や
す
い
。
お
そ
ら
く
Ｓ
Ｎ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
に
も
、
重
大
な
「
悪
」
が
潜
ん
で
い
る
に
ち
が
い

な
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
五
年
の
担
保
入
札
に
際
し
て
、
当
時
、
友
好
関
係
に
あ
っ
た
オ
ネ
ク
シ
ム

銀
行
の
ポ
タ
ー
ニ
ン
の
協
力
を
得
て
、
非
国
家
年
金
基
金
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
が
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ

チ
ガ
ス
株
（
正
確
に
は
、
公
開
型
株
式
会
社
・
石
油
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
株
式
の
こ
と
で
、
公
開
型
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株
式
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
株
三
八
％
が
資
本
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
）
の
四
○
％
を
担
保
株
と
し

て
落
札
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
株
式
を
取
得
し
た
。
金
融
危
機
で
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
と

の
関
係
が
悪
化
し
た
が
、
九
○
年
に
設
立
さ
れ
た
ま
ま
拡
大
テ
ン
ポ
の
遅
れ
て
い
た
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ

ガ
ス
銀
行
の
拡
大
に
力
を
入
れ
、
同
行
は
二
○
○
四
年
末
で
資
産
額
ラ
ン
キ
ン
グ
第
三
八
位
に
ま
で
な
っ

た
。ボ

グ
ダ
ノ
フ
は
ハ
ン
テ
ィ
・
マ
ン
シ
自
治
管
区
の
議
会
議
員
を
長
く
務
め
て
お
り
、
基
本
的
に
モ
ス
ク

ワ
で
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
連
邦
政
府
と
の
関
係
は

け
っ
し
て
親
密
と
は
い
え
な
い
。
グ
ル
ー
プ
内
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
保
有
し
て
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
活
動
に
活

用
す
る
と
い
っ
た
発
想
は
ボ
グ
ダ
ノ
フ
に
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
二
○

○
五
年
九
月
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
放
送
網
を
展
開
し
て
い
る
、
一
九
九
七
年
か
ら
放
送
を
開
始
し

た
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
を
保
有
す
る
有
限
会
社
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
三
五
％
を
、
Ｓ
Ｎ

Ｇ
が
北
方
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
か
ら
購
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
北
方
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
は
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の

七
○
％
を
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
こ
れ
は
多
く
の
市
場
関

係
者
に
驚
き
を
与
え
た
。
ボ
グ
ダ
ノ
フ
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
戦
略
を
と
る
と
は
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
だ
。
今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
経
営
を
行
う
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
し
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か
し
、
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
へ
の
規
制
を
強
め
る
政
府
が
Ｓ
Ｎ
Ｇ
に
依
頼
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
の
見
方
が

支
配
的
で
、
同
社
は
し
ぶ
し
ぶ
政
府
の
要
請
に
従
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
タ
ッ
ト
オ
イ
ル
（Statoil

）
と
共
同
で
ロ
シ
ア
の
大
陸
棚
に
あ
る

石
油
・
ガ
ス
鉱
区
の
開
発
に
取
り
組
む
話
し
合
い
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
よ
う
や
く
海
外
へ
の
進
出
に

も
目
を
向
け
は
じ
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
○
○
六
年
三
月
に
は
、
取
締
役
一
一
人
の
う
ち
、
二
人
を

会
社
と
無
関
係
な
人
物
に
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
の
企
業
統
治
は
改
善
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
。

6

ロ
ス
ネ
フ
チ
・
グ
ル
ー
プ

ガ
ス
プ
ロ
ム
、
ル
ク
オ
イ
ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
の

各
グ
ル
ー
プ
の
国
内
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
そ
こ
で
わ
か
っ
た
の
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の

「
家
族
」
と
呼
ば
れ
た
権
力
集
団
と
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
就
任
後
に
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

の
「
抗
争
」
に
お
い
て
、
後
者
が
徐
々
に
勝
利
を
収
め
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
対
立
軸
を
ほ
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か
の
グ
ル
ー
プ
に
も
適
用
し
て
み
る
と
、
現
実
を
理
解
し
や
す
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
で
は
、
国
家
が

株
式
の
過
半
数
を
保
有
す
る
国
営
の
石
油
会
社
で
あ
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
（
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
主
導
）
と
ガ
ス
プ

ロ
ム
（
ミ
レ
ル
主
導
）、
さ
ら
に
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
（
プ
ガ
チ
ョ
フ
主
導
）
と
の
協
力
関
係
の
樹
立
が
「
家
族
」

の
権
力
を
そ
ぐ
方
向
に
働
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
国
営
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
九
九
五
年
八
月
一
日
付
大

統
領
令
「
石
油
会
社
活
動
の
改
善
に
関
す
る
第
一
順
位
の
措
置
に
つ
い
て
」
の
第
四
項
に
従
っ
て
、
国
有

企
業
「
ロ
ス
ネ
フ
チ
」
を
公
開
型
株
式
会
社
「
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
」
に
再
編
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
株
式
の
五
一
％
は
三
年
間
連
邦
所
有
に
固
定
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
最
終
的
に
会
社
の
構

造
は
九
五
年
九
月
二
十
九
日
付
政
府
決
定
「
国
有
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
公
開
型
株
式
会
社
『
石
油
会
社
ロ

ス
ネ
フ
チ
』
へ
の
再
編
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
株
式
会
社
に
対
す
る
外
国
投
資
家
の
割
合

は
一
五
％
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
株
式
売
却
と
い
う
私
有
化
の
過
程
に
進

む
は
ず
だ
っ
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
九
八
年
五
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
七
五
％
＋
一
株
が
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
が
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
購
入
の
た
め
に
特
別
に
設
立
さ
れ
た
ユ
コ
ス
と
シ
ブ
ネ
フ
チ

（「
ユ
ク
シ
」）
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
拒
否
さ
れ
た
。
ほ
か
の
参
加
者
で
あ
る
ガ

ス
プ
ロ
ム
、
ル
ク
オ
イ
ル
、
シ
ェ
ル
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
、
オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
、
シ
ダ
ン
コ
、
Ｂ
Ｐ
の
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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
申
請
書
を
出
さ
な
か
っ
た
。
結
局
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
不
成
立
に
終
わ
っ
た
。
そ
の

後
、
九
八
年
九
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
同
社
の
採
掘
額
の
約
六
割
を
占
め
て
い
た
プ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
に
対
す

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
時
的
に
失
う
と
い
う
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
対
す
る
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｏ

銀
行
の
訴
訟
で
九
八
年
六
月
か
ら
差
し
押
さ
え
の
下
に
あ
っ
た
プ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
株
の
三
八
％
（
普
通
株

の
五
○
％
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
シ
ベ
リ
ア
石
油
会
社
、
有
限
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
閉
鎖
型
株
式
会
社
Ｐ

Ａ
Ｋ
Ｋ
イ
ン
ベ
ス
ト
（PA

K
K

―Invest

）、
閉
鎖
型
株
式
会
社M

ak

―T
sentr

に
売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
結
局
、
九
八
年
十
一
月
、
モ
ス
ク
ワ
仲
裁
裁
判
所
は
そ
れ
ら
の
売
却
が
無
効
で
あ
る
と
認
め
、
プ
ル

ネ
フ
チ
ガ
ス
の
株
式
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
返
還
さ
れ
た
。

１
　
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
社
長
に

一
九
九
三
〜
九
五
年
ま
で
社
長
兼
執
行
会
議
議
長
、
九
五
〜
九
七
年
社
長
兼
取
締
役
会
議
長
、
九
七
〜

九
八
年
取
締
役
会
議
長
だ
っ
た
の
は
プ
チ
ロ
フ
だ
。
長
年
に
わ
た
っ
て
ト
ッ
プ
で
あ
り
つ
づ
け
た
プ
チ
ロ

フ
解
任
を
仕
組
ん
だ
の
は
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
を
ね
ら
っ
て
い
た
シ
ブ
ネ
フ
チ
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
八

年
五
月
、
社
長
に
な
っ
た
の
は
レ
シ
ネ
ッ
ツ
、
取
締
役
会
議
長
に
な
っ
た
の
は
テ
レ
ギ
ナ
だ
。
し
か
し
、
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ロ
ス
ネ
フ
チ
は
経
営
不
振
か
ら
、
同
年
七
月
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
系
の
バ
ジ
ャ
エ
フ
が
率
い
る
会
社
「
ア
リ
ヤ

ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
八
月
十
一
日
付
政
府
決
定
に
よ
っ
て
、

九
人
の
国
家
公
務
員
か
ら
な
る
新
し
い
取
締
役
会
が
承
認
さ
れ
た
（
議
長
に
な
っ
た
の
は
、
燃
料
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
の
第
一
次
官
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ジ
ョ
フ
で
、
の
ち
に
グ
ル
ー
プ
「
ア
リ
ヤ
ン
ス
」
で
上
級
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
）。

そ
の
後
、
九
七
年
か
ら
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
副
社
長
だ
っ
た
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
九
八
年
十
月
十
四
日
付
ロ
シ

ア
連
邦
政
府
令
に
よ
っ
て
公
開
型
株
式
会
社
「
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
」
の
社
長
に
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
、
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
長
く
こ
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
る
と
は
ほ
と
ん
ど
だ
れ
も
信
じ
な
か
っ

た
。
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
石
油
会
社
に
お
い
て
は
、
指
導
的
幹
部
の
流
動
性
は
習
慣
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
彼
は
影
響
力
の
あ
る
政
治
家
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
地
位
を
守
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
彼
が
最
初
の
「
同
盟
者
」
に
選
ん
だ
の
は
、
社
長
就
任
当
時
の
プ
リ
マ
コ
フ
首
相

だ
っ
た
。
プ
リ
マ
コ
フ
は
プ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
株
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
へ
の
返
還
を
後
押
し
し
た
ほ
か
、
ロ
ス
ネ

フ
チ
の
私
有
化
を
見
送
る
方
針
を
示
し
た
。
こ
の
結
果
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
一
○
○
％
の
株
式
を
国
家
が
保

有
す
る
会
社
と
し
て
存
続
し
た
（
会
社
の
株
式
の
一
・
六
％
は
最
初
、
優
先
株
で
、
八
六
六
人
の
会
社
の
職
員

へ
無
償
譲
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
二
○
○
二
年
六
月
、
こ
れ
ら
の
株
式
は
普
通
株
に
転
換
さ
れ
た
）。

ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
の
次
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
プ
ー
チ
ン
だ
。
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は
大
統
領
へ
の
直
接
の
ア
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ク
セ
ス
権
を
も
っ
て
お
り
、
双
方
に
は
悪
く
な
い
相
互
関
係
が
設
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ボ
グ
ダ

ン
チ
コ
フ
は
目
立
っ
た
政
治
的
野
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
統
領
を
安
心
さ
せ
て
お
り
、
自
ら

が
首
尾
一
貫
し
た
国
家
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
大
統
領
に
気
に
入
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
ロ
ス
ネ
フ
チ
を
主
導
し
た
と
き
、
彼
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
は
、
プ
ル

ネ
フ
チ
ガ
ス
の
返
還
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
上
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
「
廃
墟
」
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
資
産
の
大
部
分
は
喪
失
し
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
る
瀬
戸
際
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
公
開
型
株
式
会

社
ロ
ス
ネ
フ
チ
―

ク
ラ
ス
ノ
ダ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
問
題
が
重
大
で
あ
っ
た
。
同
社
は
一
九
九
七
年
か
ら
事

実
上
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
最
初
の
社
長
プ
チ
ロ
フ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ル
ネ
フ

チ
ガ
ス
を
取
り
戻
す
に
は
数
年
か
か
り
、
二
○
○
一
年
に
完
了
し
た
。
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は
ほ
か
の
一
連

の
失
わ
れ
た
子
会
社
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
回
復
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
の
指
導
者
イ
シ
ャ
エ
フ
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
二
○
○

二
年
に
は
新
た
に
、
中
国
な
い
し
韓
国
へ
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
を
見
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

す
る
積
極
的
な
関
心
が
生
じ
た
。
コ
ム
ソ
モ
ー
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
―

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
・
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
か
つ
て
社
長
だ
っ
た
「
サ
ハ
リ
ン
モ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
」
が
参
加
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す
る
協
定
が
署
名
さ
れ
た
。
○
○
年
七
月
、
連
邦
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
極
東
の
ガ
ス
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に

サ
ハ
リ
ン
州
、
沿
海
地
方
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
の
知
事
ら
の
発
意
に
基
づ
い
て
、
公
開
型
株
式
会
社
ダ

リ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
者
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
（
三
一
％
）、
公
開
型
株

式
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
―

サ
ハ
リ
ン
モ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
（
二
○
％
）、
国
家
資
産
省
（
二
○
％
）、
サ
ハ
リ
ン
州
行

政
府
（
一
三
％
）、
沿
海
地
方
行
政
府
（
八
％
）、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
行
政
府
（
八
％
）
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
注
者
、
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
当
時
）
は
自
ら
の
機
能
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
移
譲
し
、
○
○
年
八
月
、
ロ

ス
ネ
フ
チ
は
ダ
リ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
に
自
ら
の
機
能
を
移
譲
し
た
。
ダ
リ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
注
者
と
な
っ
た
。

二
○
○
二
年
一
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
そ
の
設
立
者
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
州
行
政
府
で
あ
る
公
開
型
株
式
会

社
カ
ム
チ
ャ
ツ
ク
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
も
と
か
ら
、
支
配
株
を
取
得
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
ガ
ス
鉱
区
開
発
や

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
に
つ
い
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
行
政
府
と
の
積
極
的
な
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
の
ウ
ル
ガ
ル
ス
ク
鉱
区
の
買
収
に
関
心
を
表
し
た
（
○
二
年
一
月
、
話

し
合
い
は
事
実
上
、
完
了
し
た
）。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
、
全
極
東
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
網
の
構
築
と

と
も
に
コ
ム
ソ
モ
ー
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
に
お
け
る
石
油
製
油
工
場
の
再
建
に
参
加
し
て
い
る
。
ロ

ス
ネ
フ
チ
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
行
政
府
と
、
地
方
のU

rgaugl'

と
、
石
炭
埋
蔵
地
の
探
査
、
同
じ
く
、
地
質
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区
域
の
開
発
、
ウ
ル
ガ
リ
鉱
区
へ
の
投
資
に
つ
い
て
の
契
約
に
署
名
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
州
で
は
、
○
一
年
、

炭
田
ボ
シ
ニ
ャ
コ
ヴ
ォ
を
買
収
し
た
。
○
○
年
十
二
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ハ
リ

ン
1
に
対
す
る
権
益
の
二
○
％
を
イ
ン
ド
の
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
に
売
却
す
る
協
定
に
署
名
し
た
。
ロ
ス
ネ
フ

チ
に
は
、
ほ
か
に
二
つ
の
サ
ハ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
属
し
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
4
と
サ
ハ
リ
ン
5
だ
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
は
サ
ハ
リ
ン
5
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｂ
Ｐ
（
四
九
％
）
と
と
も
に
行
い
、
地
質
探
査
の
段
階
に
あ

る
。
○
一
年
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
で
は
、
公
開
型
株
式
会
社
グ
ロ
ズ
ネ
フ
チ
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
株
式

の
四
五
％
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
政
府
に
五
五
％
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
属
す
る
。

２
　
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
銀
行
、
全
ロ
シ
ア
地
域
開
発
銀
行
（
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）

ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
内
の
金
融
の
流
れ
を
集
中
化
し
た
。
会
社
は
金
融
の
流
れ
を
全
ロ
シ

ア
地
域
開
発
銀
行
（
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）
に
移
し
た
。
そ
の
基
本
株
主
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
だ
（
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
は
Ｖ
Ｂ
Ｒ

Ｒ
の
株
式
の
五
七
・
四
％
が
属
し
て
お
り
、
三
四
・
八
％
が
ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
に
属
し
て
い
る
。
残
り
の
株

式
は
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
、
ハ
ン
ト
ィ
・
マ
ン
シ
自
治
管
区
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、
オ
ル
ロ
フ
州
の
資
産
基
金
間
に

配
分
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
五
年
末
で
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
株
式
の
五
○
・
九
八
％
、
ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
が
二
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五
・
四
九
％
、
ヴ
ニ
ェ
シ
ト
ル
グ
銀
行
が
一
三
・
三
％
、
ヴ
ォ
ル
ガ
ブ
ル
マ
シ
が
五
％
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、
オ

ル
ロ
フ
州
の
資
産
基
金
が
各
○
・
六
五
％
を
保
有
）。
同
行
は
一
九
九
六
年
、
ロ
シ
ア
大
統
領
府
（
九
五
年
八
月

五
日
付
）
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
（
九
五
年
九
月
七
日
付
決
定
）
の
支
持
を
伴
っ
て
一
連
の
地
域
の
発
意
に
基
づ

い
て
、
完
全
に
国
家
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
信
用
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
監
査

会
議
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
社
長
の
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
、
同
副
社
長
の
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
ロ
シ

ア
連
邦
資
産
基
金
副
総
裁
の
フ
ァ
チ
コ
フ
、
同
副
総
裁
の
ハ
フ
ヴ
ァ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
知
事
ゴ
ヴ
ォ
リ

ン
、
ハ
ン
ト
ィ
・
マ
ン
シ
自
治
管
区
知
事
フ
ィ
リ
プ
ネ
ン
コ
、
ロ
シ
ア
連
邦
・
連
邦
会
議
議
長
補
佐
官
シ

ェ
ブ
リ
ギ
ン
が
い
た
。
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
重
役
会
議
長
に
は
チ
ト
フ
が
就
い
た
。
銀
行
は
ロ
シ
ア
資
産
関
係
省
と
、

連
邦
所
有
の
下
に
あ
る
株
式
会
社
の
株
式
販
売
規
制
に
関
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
の
全
権
委
任
銀
行

と
な
っ
た
。
二
○
○
一
年
、
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
は
自
己
資
本
と
資
産
額
を
増
加
さ
せ
、
定
款
資
本
は
五
億
七
五
○

○
万
ル
ー
ブ
ル
に
達
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
支
配
す
る
銀
行
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
○
四
年

末
で
、
資
産
額
ラ
ン
キ
ン
グ
第
六
十
三
位
の
銀
行
だ
。

二
○
○
五
年
十
月
に
は
、
買
収
し
た
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
資
金
管
理
銀
行
を
銀
行
ト
ラ
ス
ト
か

ら
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
に
移
管
し
た
。
こ
の
結
果
、
Ｖ
Ｂ
Ｒ
Ｒ
も
巨
大
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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３
　
海
外
へ
も
積
極
的
な
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ

二
○
○
○
年
七
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
チ
ェ
コ
の
石
油
加
工
工
場
パ
ラ
モ
（Param

o

）
の
私
有
化
に
つ
い

て
チ
ェ
コ
の
会
社
セ
プ
ラ
モ
（Cepram

o

）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。
製
油
所
の
株
七
○
％
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
名
目
価
値
は
一
五
○
○
万

だ
っ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
、
パ
ラ
モ
の
取
得
に
対
す
る
支
払
い
と
工

場
の
近
代
化
に
約
五
○
○
○
万

を
投
資
す
る
こ
と
を
保
証
し
た
。

二
○
○
一
年
に
か
け
て
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
州
や
ネ
ネ
ツ
自
治
管
区
に
お
け
る
共
同

活
動
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
のT

otalFinaE
lf

と
話
し
合
い
を
始
め
た
。
話
し
合
い
の
開
始
は
プ
ー
チ
ン
の

パ
リ
訪
問
時
の
○
○
年
十
一
月
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
代
表
団
の
な
か
に
は
、
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
い
た
。

そ
の
と
き
、
プ
ー
チ
ン
は
直
接
、
フ
ラ
ン
ス
の
会
社
の
指
導
部
に
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス

を
す
る
よ
う
推
薦
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
の
関
心
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ハ
ラ
ム
プ
ル
ス
コ
エ
、
コ
ム
ソ
モ

ー
リ
ス
ク
、
北
コ
ム
ソ
モ
ー
リ
ス
ク
の
石
油
鉱
区
で
、
そ
の
開
発
許
可
は
プ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
に
属
し
て
お

り
、
生
産
物
分
与
協
定
（
投
資
家
で
あ
る
外
国
企
業
に
事
業
の
実
施
・
管
理
業
務
を
任
せ
、
そ
の
開
発
に
必
要
な

費
用
は
生
産
物
で
補
填
さ
れ
る
資
源
開
発
の
た
め
の
協
定
）
の
枠
組
み
で
開
発
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ボ
グ



164

ダ
ン
チ
コ
フ
の
積
極
性
の
お
か
げ
で
、
生
産
物
分
与
協
定
に
関
す
る
法
律
は
第
一
の
合
意
障
害
を
克
服
し
、

討
議
は
下
院
に
移
さ
れ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
こ
れ
ら
の
鉱
区
を
開
発
す
る
た
め
に
対
等
持
ち
分
で
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
形
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

二
○
○
二
年
十
月
、
米
国
へ
の
石
油
製
品
供
給
の
た
め
に
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
会
社M

arathon

と
ロ

ス
ネ
フ
チ
と
の
合
弁
会
社
ウ
ラ
ル
・
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（U

rals
N

orth
A

m
erican

M
arketing

）
を
設
立
す
る
合
意
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
○
二
年
十
二
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
へ
の
石
油
製
品
供
給
契
約
に
署
名
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
会
社Zohed

V
alid

と

対
等
原
則
で
設
立
さ
れ
た
合
弁
会
社
「
ア
フ
ガ
ン
―

ロ
ス
ネ
フ
チ
」
が
設
立
さ
れ
た
。
○
三
年
二
五
○
万

の
石
油
製
品
輸
出
が
計
画
さ
れ
た
。

二
○
○
三
年
初
め
、
興
味
深
い
事
件
が
起
き
た
。
英
国
の
特
務
機
関
が
民
間
飛
行
場
で
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ

フ
を
取
り
調
べ
、
い
く
つ
か
の
文
書
か
ら
コ
ピ
ー
を
と
っ
た
の
だ
。
取
り
調
べ
後
、
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は

ロ
ン
ド
ン
で
の
ロ
シ
ア
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
出
席
を
断
り
、
抗
議
し
た
。
英
国
大
使
は
公
式
に
謝
罪
し

た
。
そ
の
た
め
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
公
式
に
は
満
足
し
た
。
し
か
し
特
務
機
関
は
出
来
事
の
説
明
を
せ
ず
、

コ
ピ
ー
を
と
っ
た
の
は
英
国
国
家
の
安
全
保
障
の
関
心
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
ボ
グ
ダ
ン
チ

コ
フ
は
イ
ラ
ク
と
行
わ
れ
て
い
た
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
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取
り
扱
い
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

二
○
○
三
年
二
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
（
四
五
％
）
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
石
油
会
社
エ
コ
ペ
ト
ロ

（E
copetrol ：

五
五
％
）
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
機
能
し
は
じ
め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
の
鉱
区
で
採
掘
さ
れ

た
原
油
が
販
売
さ
れ
は
じ
め
た
。
採
掘
さ
れ
る
原
油
は
国
家
四
八
％
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
五
二
％
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
○
五
年
七
月
に
は
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
国
営
会
社
カ

ズ
ム
ナ
イ
ガ
ス
（
○
二
年
に
カ
ザ
フ
オ
イ
ル
と
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
〈
カ
ズ
ト
ラ
ン
ス
オ
イ
ル
と
カ
ズ
ト
ラ
ン

ス
ガ
ス
を
統
合
〉
を
統
合
）、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
は
カ
ス
ピ
海
の
ク
ル
マ
ン
ガ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開

発
に
生
産
物
分
与
協
定
を
適
用
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
二
三
億

に
上
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
同

年
十
二
月
、
西
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
大
陸
棚
に
あ
る
鉱
区
開
発
権
を
も
つ
ウ
エ
ス
ト
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
（W

est
K

am
chatka

H
olding

B
.V

.

）
の
株
式
を
も
つ
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
、
同
株
式
の
四
○
％
を

韓
国
国
家
石
油
会
社
（
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
に
売
却
す
る
合
意
が
締
結
さ
れ
た
。

二
○
○
六
年
三
月
の
プ
ー
チ
ン
訪
中
時
に
は
、
中
国
の
国
営
石
油
ガ
ス
会
社
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
ロ
ス
ネ
フ
チ

の
ト
ッ
プ
と
の
間
で
、
中
国
で
の
合
弁
会
社
設
立
の
基
本
原
則
が
合
意
さ
れ
、
二
つ
の
合
弁
会
社
を
○
六

年
末
ま
で
に
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
油
鉱
区
の
開
発
と
採
掘
の
た
め
の
会
社
と
、
石
油
精
製
と
石

油
製
品
販
売
の
た
め
の
会
社
だ
。
後
者
は
年
一
○
○
○
万

の
石
油
精
製
能
力
を
も
っ
た
工
場
や
ガ
ソ
リ



166

ン
ス
タ
ン
ド
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
株
式
公
開
す
る
場
合
、
そ
の
株
式
の

一
五
〜
二
○
％
を
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
取
得
し
た
い
意
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

４
　
得
体
の
知
れ
な
い
人
物
と
の
付
き
合
い

ロ
ス
ネ
フ
チ
に
も
、
石
油
に
関
連
し
た
レ
ン
ト
が
豊
富
に
あ
る
。
派
手
に
事
業
展
開
す
る
ボ
グ
ダ
ン
チ

コ
フ
に
と
っ
て
、
グ
レ
ー
な
取
引
相
手
が
存
在
す
る
の
は
不
可
避
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
人

物
は
、
フ
レ
ミ
ン
グ
家
の
資
産
を
管
理
す
る
英
国
の
投
資
会
社
フ
レ
ミ
ン
グ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
パ
ー
ト
ナ

ー
（Flem

ing
Fam

ily
&

Partners

）
の
古
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ガ
ル
ベ
ル
だ
。
二
○
○
一
年
ま
で
、
ガ

ル
ベ
ル
は
数
年
間
公
開
型
株
式
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
―

サ
ハ
リ
ン
モ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
取
締
役
会
に
入
っ
て

い
た
。
数
年
前
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
へ
の
武
器
の
不
法
供
与
に
対
す
る
関
与
で
ガ
ル
ベ
ル
は
イ
タ
リ
ア
で
告

訴
さ
れ
た
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
、
ガ
ル
ベ
ル
は
こ
の
問
題
に
な
ん
ら
関
係
な
い
と
し
て
握
り
つ
ぶ
し
た

と
い
う
。
ガ
ル
ベ
ル
は
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
と
昔
か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
。
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
サ
ハ
リ
ン

モ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
経
営
者
で
あ
っ
た
頃
か
ら
、
両
者
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。
近
年
、
ガ
ル
ベ
ル
に
近

い
フ
レ
ミ
ン
グ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（Flem

ing
Finance

）
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
株
式
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
与
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し
て
い
る
。
問
題
は
、
フ
レ
ミ
ン
グ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
ロ
ス
ネ
フ
チ
子
会
社
の
株
式
を
購
入
し
て
不
当

な
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
点
だ
。

ガ
ル
ベ
ル
と
の
協
力
は
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
に
も
有
利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
レ
ミ
ン
グ
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
系
の
名
声
の
あ
る
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
つ
な
が
り
は
、
ロ
ス
ネ
フ

チ
と
世
界
の
「
金
融
結
社
」
と
の
間
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
な
お
、
フ
レ
ミ
ン
グ
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
は
近
年
、
す
で
に
考
察
し
た
同
じ
ユ
ダ
ヤ
系
の
ヴ
ェ
ク
セ
リ
ベ
ル
グ
が
率
い
る
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
会
社
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
な
ど
と
も
深
い
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
と
の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
プ
ー
チ
ン
派

と
し
て
の
地
歩
を
た
し
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

プ
ー
チ
ン
派
の
ミ
レ
ル
が
社
長
に
就
任
し
、
同
社
内
に
い
た
「
家
族
」
に
近
い
人
脈
を
一
掃
し
、
プ
ー
チ
ン

派
に
よ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
支
配
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
ミ
レ
ル
と
協
力
す
る
こ

と
は
プ
ー
チ
ン
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
二
○
○
一
年
十
月
、
そ

れ
ら
の
子
会
社
の
参
加
を
伴
っ
た
合
弁
会
社
を
対
等
の
原
則
で
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ヤ
マ
ル
・

ネ
ネ
ツ
自
治
管
区
に
あ
る
五
つ
の
石
油
ガ
ス
鉱
区
お
よ
び
バ
レ
ン
ツ
海
の
探
査
の
た
め
の
合
弁
会
社
だ
。
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５
　
石
炭
を
め
ぐ
る
抗
争

二
○
○
二
年
初
め
に
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
と
対
等
の
原
則
に
立
っ
て
、
合
弁
会
社
ル
ー

ス
キ
ー
石
炭
を
設
立
し
た
。
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
の
プ
ガ
チ
ョ
フ
は
、
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
を
め
ぐ
る
暗
闘
の
と

こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
派
に
属
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
も
関
係
を
強
化
し
て
い
た
か
ら
、
プ
ガ

チ
ョ
フ
と
の
関
係
強
化
は
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
に
と
っ
て
ご
く
自
然
な
戦
略
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ロ
シ
ア

連
邦
内
の
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
の
首
都
ウ
フ
ァ
に
あ
る
ウ
フ
ァ
石
油
大
学
の
聴
講
生
だ
っ
た
ボ
グ

ダ
ン
チ
コ
フ
に
と
っ
て
、
同
大
学
を
卒
業
し
た
セ
ル
ゲ
イ
・
ヴ
ェ
レ
メ
エ
ン
コ
（
一
九
九
二
年
九
月
に
設
立

後
、
○
二
年
に
有
限
会
社
か
ら
閉
鎖
型
株
式
会
社
に
再
編
さ
れ
た
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
の
プ
ガ
チ
ョ
フ
と
並
ぶ
共
同

所
有
者
だ
っ
た
）
と
の
友
好
関
係
も
、
こ
の
関
係
強
化
を
促
し
た
。

ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
の
設
立
は
「
家
族
」
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
Ｍ
Ｄ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｄ
Ｍ
銀
行
を
中

心
に
発
展
し
た
、
メ
リ
ニ
チ
ェ
ン
コ
や
セ
ル
ゲ
イ
・
ポ
ポ
フ
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
）
と
の
厳
し
い
闘
争
を
引

き
起
こ
し
た
。
闘
争
は
最
も
有
利
な
石
炭
企
業
で
あ
る
極
東
石
炭
、
ク
ラ
ス
石
炭
、
ク
ズ
バ
ス
ラ
ズ
レ
ズ

石
炭
を
め
ぐ
っ
て
尖
鋭
化
し
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
も
市
場
で
優
勢
な
立
場
を
得
る
こ
と
に
は
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失
敗
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
○
○
二
年
十
二
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
と
の
間
に
大
き
な
対

立
が
生
じ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
の
出
資
引
き
揚
げ
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、

次
の
情
報
と
同
時
に
起
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
プ
ガ
チ
ョ
フ
が

ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
の
自
ら
の
株
式
を
Ｍ
Ｄ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
に
売
却
し
た
と
い
う
の
だ
。「
家
族
」
が
勝
利
に
歓

喜
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
自
ら
の
立
場
を
変
え
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
か
ら
資
本
を
引

き
揚
げ
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
対
立
は
収
拾
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
、
ミ
レ
ル
、

プ
ガ
チ
ョ
フ
の
関
係
は
し
ば
ら
く
は
維
持
さ
れ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ル
ー
ス
キ
ー
石
炭
か
ら
引
き
出
さ
れ

た
資
産
が
そ
の
後
、
戻
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社
長
は
二
○

○
二
年
四
月
、
長
い
間
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
の
ウ
フ
ァ
支
店
を
指
導
し
て
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
ェ
レ

メ
エ
ン
コ
を
有
限
会
社
バ
シ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
の
社
長
に
任
命
す
る
命
令
書
に
署
名
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の

子
会
社
の
新
し
い
ト
ッ
プ
は
セ
ル
ゲ
イ
・
ヴ
ェ
レ
メ
エ
ン
コ
の
兄
だ
。
し
か
し
、
○
三
年
六
月
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
が
自
分
の
利
害
だ
け
に
基
づ
い
て
、
同
社
の
経
営
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
、
ミ
レ
ル
は
彼
を
解

任
し
た
。
こ
う
し
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
メ
ジ
プ
ロ
ム
銀
行
と
の
関
係
に
も
亀
裂
が
生
じ
た
。
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６
　
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム

二
○
○
四
年
九
月
に
な
る
と
、
国
家
が
保
有
す
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
一
○
○
％
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
一
○
・

七
四
％
を
交
換
し
て
ロ
ス
ネ
フ
チ
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
完
全
子
会
社
化
す
る
方
針
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ

っ
て
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
吸
収
合
併
を
意
味
し
、
ボ
グ
ダ
ン
チ

コ
フ
に
と
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
い
政
策
だ
っ
た
。
一
方
、
ユ
コ
ス
の
税
金
未
納
分
を
徴
収
す
る
た
め
、
政

府
は
ユ
コ
ス
傘
下
の
石
油
採
掘
会
社
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
株
七
六
・
七
九
％
（
普
通
株
の
一
○
○
％
）

を
同
年
十
二
月
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
し
た
。
こ
の
と
き
、
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
自
体
の
税
未
納
額

（
九
九
〜
○
三
年
）
は
五
○
億

に
も
上
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
を
未
解
決
に
し
た
ま
ま
売

却
が
強
行
さ
れ
た
（
そ
の
後
、
○
六
年
四
月
、
モ
ス
ク
ワ
の
仲
裁
裁
判
所
は
な
ぜ
か
、
支
払
う
べ
き
税
額
を
七
億

六
○
○
○
万

ま
で
引
き
下
げ
た
）。
政
治
的
圧
力
が
強
く
働
い
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

そ
の
落
札
会
社
バ
イ
カ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
株
の
九
九
・
九
％
を
八
九
億
九
○
○
○
万

で
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
購
入
し
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
取
締
役
会
議
長
で
大
統
領
府
長
官
を
務
め
て
い
た
メ
ド
ヴ
ェ
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ー
ヂ
ェ
フ
（
現
第
一
副
首
相
）
は
、
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
か
ら
切
り
離
し
て
ガ
ス
プ
ロ

ム
と
合
併
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
お
よ
び
、
○
四
年
七
月
、
ロ
ス
ネ
フ

チ
の
取
締
役
会
議
長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
セ
チ
ン
大
統
領
府
副
長
官
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
ロ
ス

ネ
フ
チ
の
吸
収
合
併
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

結
局
、
後
者
が
勝
利
し
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
と
い
う
有
力
採
掘
会
社
を
手
に

入
れ
た
上
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
合
併
は
免
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
セ
チ
ン
の
よ
う
な
「
シ
ロ
ヴ
ィ
キ
」
と
呼

ば
れ
る
、
元
治
安
維
持
機
関
で
働
き
、
プ
ー
チ
ン
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
人
々
の
力
が
働
い
て
い
た
と
思

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
が
保
有
す
る
同
社
株
を
政
府
が
買
い
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
一
時
的
に
巨
額
の
資
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
元
手
に
、
シ
ブ
ネ
フ
チ

を
買
収
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
政
府
は
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
石
油
に
つ
い
て
も
国

家
に
よ
る
締
め
付
け
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
。
二
○
○
五
年
九
月
に
は
、
つ
い
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
が

シ
ブ
ネ
フ
チ
株
の
七
二
・
六
六
三
％
を
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
ら
が
支
配
す
る
ミ
ル
ハ
ウ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

か
ら
一
三
○
億
九
一
○
○
万

で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
買
収

（
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
の
半
分
を
含
む
）
後
は
、
ロ
シ
ア
の
原
油
採
掘
に
占
め
る
国
営
会
社
の
割
合
は
三
一
％
ま
で

膨
ら
む
。
う
ち
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
に
よ
る
採
掘
分
は
一
八
・
五
％
に
あ
た
る
。
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今
回
の
騒
動
で
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
と
の
関
係
は
微
妙
に
な

っ
た
。
二
人
は
「
家
族
」
の
影
響
力
を
ほ
ぼ
一
掃
し
た
後
、
今
度
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
間
で

新
た
な
「
抗
争
」
を
始
め
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
は
巨
大
化
を
継
続
し
て
い
る
。
二
○
○
五
年
十
二
月
に
は
、
ト
ゥ
ア
プ
シ
ン
ス
ク
製
油
所

株
の
四
○
％
を
取
得
し
、
同
社
の
株
式
の
七
九
・
五
三
％
を
支
配
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
月
、
セ
リ

ク
プ
ネ
フ
チ
ガ
ス
株
の
三
四
％
を
取
得
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
同
社
を
完
全
子
会
社
化
し
た
。

７
　
株
式
公
開
で
巨
大
化

ロ
ス
ネ
フ
チ
お
よ
び
そ
の
親
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
は
、
二
○
○
六
年
七
月
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所

（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
と
ロ
シ
ア
の
取
引
所
で
新
規
株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
を
実
施
し
た
。
前
者
は
約
二
億
五
三
九
○
万

株
（
五
二
九
八
万
株
は
追
加
販
売
オ
プ
シ
ョ
ン
付
）
を
一
九
億

で
、
後
者
は
約
一
一
億
二
六
○
○
万
株
を
八

五
億

で
売
却
し
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
全
体
の
一
四
・
八
％
が
合
計
一
○
四
億

で
売
却
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｘ
（M

oscow
Interbank

Currency
E

xchange

）、
Ｒ
Ｔ
Ｓ

（R
ussian

T
rade

System

）
で
同
社
株
の
取
引
が
開
始
さ
れ
た
。



こ
の
結
果
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
を
通
じ
た
国
家
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
の
保
有
率
は
八
五
％
強
と
な
っ
た
が
、

二
○
○
六
年
末
ま
で
に
、
一
二
の
子
会
社
株
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
に
交
換
し
て
統
合
す
る
た
め
に
、
ロ
ス
ネ

フ
チ
株
の
追
加
発
行
を
計
画
し
て
お
り
、
国
家
の
持
ち
分
は
七
五
％
強
に
な
る
見
込
み
だ
。
ロ
ス
ネ
フ
チ

の
時
価
総
額
は
ほ
ぼ
八
○
○
億

だ
か
ら
、
国
家
は
金
の
卵
を
産
む
鶏
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
時
価
総
額
が
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
正
当
な
評
価
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

公
開
株
の
四
九
・
四
％
は
、
四
投
資
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
三
者
は
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ

社
長
が
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｐ
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
一
○
億

を
上
回

る
購
入
を
行
い
、
中
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
五
億

分
を
買
い
入
れ
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
の
株
式
割
当
が
低
水
準

に
と
ど
ま
っ
た
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
側
の
中
国
に
対
す
る
警
戒
感
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
事
実
上
の
買
収
に
約
九
○
億

を
要
し
た
。
そ
の
結
果
、

ロ
ス
ネ
フ
チ
の
負
債
額
は
二
○
○
五
年
末
で
約
一
○
八
億

に
も
達
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
よ
り
、

同
社
は
資
金
調
達
を
計
画
し
た
わ
け
だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
調
達
額
が
予
定
ど
お
り
一
○
○
億

を
上
回
っ

た
た
め
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
負
債
を
大
幅
に
削
減
す
る
と
同
時
に
、
川
上
へ
の
投
資
を
中
心
に
積
極
的
な
投

資
を
行
う
方
針
だ
。
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7

ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
の
海
外
進
出
と
海
外
石
油
会
社
の
ロ
シ
ア
進
出

個
別
の
大
規
模
石
油
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
海
外
で
製
油
所
を
買
収
し
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
網
を
買

収
し
た
り
し
て
、
独
自
の
海
外
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ロ
シ
ア
の
各
石
油
会
社
の
対
外
戦
略
に

つ
い
て
分
析
し
て
み
た
い
。
付
録
付
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
海
外
進
出
が
目
立
つ
。

こ
の
表
に
は
な
い
が
、
二
○
○
五
年
十
二
月
、
ル
ク
オ
イ
ル
は
、
子
会
社
ル
ク
オ
イ
ル
・
オ
ー
ヴ
ァ
シ

ー
ズ
を
通
じ
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
あ
る
原
油
確
認
埋
蔵
量
二
億
七
○
○
○
万
バ
レ
ル
を
保
有
す
る
ネ
ル

ソ
ン
・
リ
ゾ
ー
ス
（N

elson
R

esources

）
を
、
二
○
億

か
け
て
完
全
吸
収
す
る
こ
と
が
ネ
ル
ソ
ン
の
株

主
に
よ
っ
て
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ル
ク
オ
イ
ル
・
オ
ー
ヴ
ァ
シ
ー
ズ
は
石
油
採
掘
会
社
カ
ラ
ク

ド
ゥ
ク
・
ム
ナ
イ
（
確
認
埋
蔵
量
六
二
○
万

）
株
の
七
六
％
を
ネ
ル
ソ
ン
・
リ
ゾ
ー
ス
を
通
じ
て
支
配
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
残
り
の
二
四
％
の
株
式
を
保
有
す
る
米
国
の
会
社ChaparralR

esources

の
株
式
に

つ
い
て
も
、
そ
の
六
割
を
ル
ク
オ
イ
ル
・
オ
ー
ヴ
ァ
シ
ー
ズ
が
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
残
り
の

四
割
分
の
株
式
を
九
○
○
○
万

ほ
ど
か
け
て
購
入
し
、
カ
ラ
ク
ド
ゥ
ク
・
ム
ナ
イ
を
完
全
子
会
社
化
す

る
計
画
だ
。
し
か
し
、Chaparral

R
esources

の
少
数
株
主
の
一
部
は
買
い
取
り
価
格
の
低
さ
か
ら
訴
訟
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を
起
こ
し
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
計
画
に
反
発
す
る
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

加
え
て
、
二
○
○
五
年
十
二
月
、
ル
ク
オ
イ
ル
・

オ
ー
ヴ
ァ
シ
ー
ズ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
のN
orsk

H
ydro

と
と
も
に
イ
ラ
ン
西
部
の
ア
ナ
ラ
ン
鉱
区
（
原
油
埋

蔵
量
約
一
億
三
○
○
○
万

）
で
の
石
油
鉱
区
開
発
に

成
功
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
表
18
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
か
の
石

油
メ
ジ
ャ
ー
に
比
べ
る
と
、
ル
ク
オ
イ
ル
の
海
外
進

出
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
今
後
、

ル
ク
オ
イ
ル
が
海
外
で
採
掘
権
を
獲
得
し
、
積
極
的

に
世
界
展
開
を
は
か
る
余
地
が
大
い
に
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
進
出
す
る
場
合
に
は
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
よ
う
に
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国

が
多
い
が
、
米
国
で
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
展
開
に
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国外での 海外での
採掘の割合 埋蔵量の割合

エクソン・モービル 64 67
BP＊ 71 86
TotalFinaElf＊ 65 72
ルクオイル 4.4 4.3
ユコス 0 0
シブネフチ 0 0

表 18 石油資本の海外進出状況

（注）＊自国の領域は欧州連合とみなす。
（出所）［25］（2004）No. 41，p.39.

（％）



み
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
進
国
に
も
積
極
的
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。
す
で
に
完

全
私
有
化
さ
れ
て
い
る
ル
ク
オ
イ
ル
は
今
後
、
ま
す
ま
す
「
経
済
原
理
」
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
よ
う
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
は
、
そ
の
海
外
進
出
に
国
家
の
足
か
せ
が
あ
る
。
ム
ル
マ
ン

ス
ク
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
で
き
れ
ば
、
米
国
へ
の
大
量
の
石
油
輸
出
が
可
能
に
な
る
が
、
ど
う
な
る
か

は
現
時
点
で
は
予
断
を
許
さ
な
い
（
二
○
○
二
年
七
月
、
ユ
コ
ス
は
黒
海
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
ッ
シ
ー
ス
ク
か
ら
米
国

に
向
け
て
初
の
石
油
輸
出
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
地
中
海
で
小
型
タ
ン
カ
ー
か
ら
大
型
タ
ン
カ
ー
へ
の
積
み
替
え

を
行
う
た
め
、
コ
ス
ト
が
高
く
つ
き
採
算
性
に
疑
問
が
残
る
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
な
ど
別
の
石
油
会
社
も
米
国
へ

の
輸
出
を
行
っ
て
い
る
）。
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
政
府
が
ル
ク
オ
イ
ル
の
海
外
進
出
を
後
押
し
し
て
い
る
面

も
あ
る
。
特
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
上
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
面
が
あ
る
。

一
方
、
ほ
か
の
石
油
会
社
も
海
外
の
製
油
所
に
出
資
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
製
油
所
向
け
原
油
輸
出

を
行
い
、
精
製
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
現
地
で
販
売
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
製
油
所
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国

に
あ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
旧
ソ
連
時
代
か
ら
の
あ
ま
り
質
の
良
く
な
い
原
油
に
対
応
し
た
製
油
所

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
中
心
に
個
別
企
業
に
よ
る
海
外
進
出
を
ロ
シ
ア
政
府
が

支
援
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
進
出
が
目
立
つ
。
ソ
連
時
代
か
ら
製
油
所
が
多
く
存
在
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

重
視
す
る
石
油
会
社
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ
る
六
つ
の
製
油
所
の
う
ち
、
四
つ
は
ル
ク

オ
イ
ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
、
タ
ト
ネ
フ
チ
、
ア
リ
ヤ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
ロ
シ
ア
系
企
業
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ル
ク
オ
イ
ル
系
列
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
二
○
○
五
年
当
初
の
段
階
で

一
七
○
も
あ
る
ほ
か
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
系
列
の
ス
タ
ン
ド
も
五
一
あ
る
。
そ
の
結
果
、
○
五
年
四
月
以
降

の
ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
が
ロ
シ
ア
系
製
油
所
に
よ
る
寡
占
的
利
益
を
求
め
る
結
果
だ
と
い
う
見
方
が
広
が

り
、
四
月
中
旬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
経
済
省
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
ガ
ソ
リ
ン
の
卸
売
価
格
に
上
限
を
定
め
る

省
令
を
出
し
た
。
そ
の
省
令
が
四
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
大
幅
な
価
格
の
引
下
げ

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
系
企
業
は
猛
反
発
し
た
が
、
当
初
、
五
月
一
日

ま
で
だ
っ
た
施
行
期
間
は
、
そ
の
後
、
六
月
一
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
側
は
原
価
を
下

回
る
価
格
で
は
売
れ
な
い
と
し
て
、
製
油
所
の
修
理
な
ど
を
理
由
に
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
販
売
を
取
り
や
め

る
動
き
に
出
た
。
こ
の
結
果
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
大
混
乱
に
陥
り
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
は
五
月
二
十
日
、

経
済
省
に
同
省
令
を
撤
廃
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
ロ
シ
ア
系
企
業
に
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
か
か
わ

る
部
分
を
牛
耳
ら
れ
る
と
、
ど
う
な
る
か
を
示
す
好
例
だ
が
、
本
当
に
ロ
シ
ア
系
企
業
に
よ
る
「
談
合
」

に
よ
っ
て
石
油
製
品
の
不
正
な
値
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
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１
　
外
資
の
ロ
シ
ア
進
出

外
資
の
ロ
シ
ア
進
出
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
を
求
め
て
ロ
シ
ア
に
投
資
し
た
い
外
資
に

門
戸
を
開
放
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
は
相
互
依
存
関
係
を
深
め
る
意
味
か
ら
み
る
と
、
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
逆
に
、
ロ
シ
ア
の
天
然
資
源
に
対
す
る
外
資
に
よ
る
直
接
的
な
関
与
を
認
め
る
と
、
混
乱
要

因
に
な
る
と
し
て
外
資
導
入
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
外
資
に
よ
る
ロ
シ
ア

の
石
油
部
門
へ
の
進
出
現
状
を
紹
介
し
、
ロ
シ
ア
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
も
簡
単
に
概
観
し
て
み
た
い
。

表
19
に
示
し
た
よ
う
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
開
発
を
中
心
に
石
油
部
門
へ
の
外
国
石
油
会
社
の
進
出
が

進
ん
で
い
る
。
Ｂ
Ｐ
や
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
石
油
会
社
へ
の
出
資
に
積
極
的
な

企
業
も
あ
る
。
二
○
○
六
年
六
月
、
中
国
のSinopec

は
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
か
ら
ウ
ド
ム
ル
ト
ネ
フ
チ
の
株
式

の
九
六
・
九
％
を
買
収
し
、
後
に
五
一
％
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
中
国
企
業
と

し
て
初
の
ロ
シ
ア
陸
上
で
の
石
油
開
発
進
出
に
な
る
。
イ
ン
ド
の
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
（
石
油
天
然
ガ
ス
会
社
）
も
二

○
○
四
年
以
降
、
ロ
シ
ア
へ
の
投
資
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ロ
シ
ア
側
に
は
外
資
に
対
し
て
警
戒
感
も
生
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
改
正
作
業
が
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進
め
ら
れ
て
い
る
地
下
資
源
法
案
の
な
か
で
は
、
ロ
シ
ア
の
地
下
資
源
を
利
用
で
き
る
の
は
ロ
シ
ア
に
登

録
さ
れ
た
会
社
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
、
外
資
を
締
め
出
す
方
向
性
が
み
て
と
れ
る
。
現
に
、
天
然
資
源
省

と
連
邦
地
下
資
源
庁
は
ま
だ
同
法
案
が
立
法
化
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
○
○
五
年
二
月
、

サ
ハ
リ
ン
3
、
バ
レ
ン
ツ
海
鉱
区
な
ど
の
探
査
権
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
居
住
者
が
株
式
の
五

一
％
を
支
配
す
る
企
業
し
か
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
に
し
た
。
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
ロ
シ
ア

国
内
の
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
米
国
に
基
盤
が
あ
る
ア
ク
セ
ス
／
レ
ノ
ヴ
ァ
と
、
Ｂ
Ｐ
と
が
五

○
％
ず
つ
保
有
し
て
お
り
、
ど
う
な
る
か
判
然
と
し
な
い
。
今
後
、
地
下
資
源
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
少

な
く
と
も
ロ
シ
ア
国
内
で
登
録
し
た
企
業
で
な
け
れ
ば
、
入
札
に
参
加
で
き
な
く
な
る
の
は
確
実
だ
。
そ

れ
を
見
越
し
て
か
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
二
○
○
五
年
十
一
月
、
チ
ュ
メ
ニ
州
に
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
を
登
録
し
た
。
今
後
は
同
社
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
中
心
企
業
と
な
る
。

こ
の
地
下
資
源
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、「
戦
略
鉱
区
」
は
国
営
企
業
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

戦
略
鉱
区
を
め
ぐ
っ
て
、
天
然
資
源
省
は
法
案
に
基
準
を
明
記
す
る
た
め
に
法
案
を
い
っ
た
ん
、
と
り
止

め
る
と
い
う
失
態
を
演
じ
た
。
そ
の
基
準
は
、
ガ
ス
埋
蔵
量
で
一
兆
立
方

以
上
、
原
油
埋
蔵
量
で
一
億

五
○
○
○
万

以
上
、
金
埋
蔵
量
で
七
○
○

、
銅
埋
蔵
量
で
一
○
○
○

だ
が
、
埋
蔵
量
の
評
価
は
毎

年
、
変
動
し
て
し
ま
う
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
三
○
○
○
億
立
方

以
上
の
ガ
ス
埋
蔵
量
を
も
つ
鉱
区
と
す
べ
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外　資 概　　要

ConocoPhillips 2004年９月，ルクオイル株の7.59％を19億8,800

万ドルで取得。05年 12月末で持ち株比率は

16.1％。両社間では，ConocoPhillipsがルクオイ

ル株を20％まで増加させる権利をもつことが合意

されている。04年９月，両社はルクオイルの子会

社ナリヤンマルネフチガスをもとにチマン・ペチ

ョラの16鉱区の開発のための合弁会社設立で同

意。ルクオイルが株式の70％，ConocoPhillipsが

30％を保有する。

CNPC 2003年５月，ユコスとの間で25年間の長期石油

取引契約に調印。05～10年は年2,000万トン，10

年以降は年3,000万トンの石油をユコスは中国に

輸出する。しかし，ユコス事件後，契約は破棄。

ユコスと共同でのアンガルスク－大慶ルートのパ

イプライン建設計画も実現せず。05年７月，ロス

ネフチとの長期協力に関する枠組み合意に調印。

ONGC サハリン1の持ち分20％。

Neste Oil フィンランドの会社Neste Oilはルクオイルとの合

弁会社セーヴェルテク株の50％を保有。同合弁会

社はネネツ自治管区にある鉱区を開発している。

ただ，Neste Oilはルクオイルへの株式売却を検討

中。

（Chaina National
Petroleum       
Corporation）

（Oil & Natural 
Gas Corporation, 
India）

石油部門への進出状況

（出所）各種資料から作成。
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外　資 概　 要

Exxon Mobil サハリン1の持ち分30％（エクソンネフチガス），

サハリン3の持ち分（キリンスキー鉱区の33.3％，

東オドプトアヤシ鉱区の66.7％。だが，両鉱区とも

オークションにかけられる予定で開発権益剥奪）。

BP 2004年11月に登録されたTNK-BP Holding株の

50％を所有。BPがこれまでロシアに投資してき

た石油会社シダンコ株などをこの会社に拠出す

る。TNK-BPとの合併に含まれていないサハリン

事業では，サハリン4の持ち分（49％），サハリ

ン5の持ち分（49％，51％はロスネフチ）。

Royal Dutch / Shell サハリン2のオペレーターであるSakhalin Energy

株の55％を保有（残りの25％は三井，20％は三菱）。

Sibir Energyとともに西シベリアの鉱区開発。

Total ネネツ自治管区にあるハリヤガ鉱区（原油埋蔵量

9,700万トン）を1995年署名の生産物分与協定に

基づいて開発中。2004年で年産100万トン。03年

にネネツ自治管区政府とTotalの関係が悪化した

が，05年12月までに妥協が成立した。

Chevron Texaco サハリン3のキリンスキー鉱区の33.3％を有して

いたが，ロシア政府は生産物分与契約によるライ

センス発行をやめた。

Sinopec 2005年７月，ロスネフチとサハリン3の一ブロ

ックでの地質調査のための合弁会社設立のプロト

コルに調印。06年６月，Sinopecがウドムルトネ

フチ株の96.9％を買収し，その後ロスネフチに

5.1％を渡すことで合意。

China Petroleum
& Chemical

表19 外資によるロシアの



き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
排
外
的
な
動
き
が
高
ま
っ
て
お
り
、
法
案
自
体
の
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
る
。
二
○
○
六
年
前
半
の
段
階
で
は
、
こ
の
法
案
の
成
立
は
二
〜
三
年
後
に
な
る
と
の
見
方
も
生

ま
れ
、
旧
法
に
対
す
る
緊
急
の
修
正
事
項
だ
け
を
法
改
正
す
る
動
き
も
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
政
権
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
天
然
資
源
に
対
す
る
外
資
に
よ
る
投
資
を
制
限
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
外
資
と
経
済
的
な
相
互
依
存
関
係
を
強
化
す
る
よ
り
も
、
政
治
的
に
ロ
シ

ア
企
業
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
国
内
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に
「
政
治
原
理
」

の
ほ
う
が
「
経
済
原
理
」
よ
り
も
強
く
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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